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大

一　

序　
　
　

説

二　

取
締
役
等
の
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任

三　

取
締
役
等
の
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損
害
賠
償
責
任

四　

ド
イ
ツ
法

五　

結　
　
　

語

一　

序　
　
　

説

会
社
法
上
、
株
主
は
、
著
し
く
不
公
正
な
組
織
再
編
条
件
で
実
施
さ
れ
る
組
織
再
編（（
（

（
合
併
、
会
社
分
割
、
株
式
交
換
お
よ
び
株
式
移
転
）

に
直
面
し
て
、
組
織
再
編
の
効
力
発
生
前
に
は
組
織
再
編
等
の
差
止
請
求
（
会
社
法
七
八
四
条
二
項
一
号
等
）
に
よ
っ
て
組
織
再
編
自
体
を

中
止
す
る
こ
と
を
求
め
、
あ
る
い
は
そ
の
効
力
発
生
後
に
は
組
織
再
編
の
無
効
の
訴
え
（
会
社
法
八
三
四
条
七
号
─
一
二
号
）
の
提
起
に
よ
っ

て
組
織
再
編
自
体
の
効
力
の
否
定
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
一
般
に
組
織
再
編
の
差
止
事
由
や
無
効
事
由
は
き
わ
め
て
限

定
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
が
組
織
再
編
の
差
止
請
求
（
差
止
仮
処
分
申
立
て
）
や
無
効
請
求
を
認
容
す
る
こ
と
は
稀
で
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あ
ろ
う
。
株
主
と
し
て
も
、
組
織
再
編
自
体
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
被
っ
た
経
済
的
損
失
の
回
復
を
望
む
こ
と
が
あ
る
。
株

主
の
経
済
的
損
失
を
回
復
す
る
手
段
と
し
て
は
、
株
式
買
取
請
求
権
が
法
定
さ
れ
て
い
る
が
、
株
式
買
取
請
求
権
の
行
使
の
要
件
や
期
間

が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
株
式
買
取
請
求
権
を
行
使
す
る
と
、
株
主
は
組
織
再
編
後
の
会
社
関
係
か
ら
の
離
脱
を
強
い
ら
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
株
主
に
よ
る
組
織
再
編
当
事
会
社
の
取
締
役
等
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
株
主
は
組
織

再
編
後
の
会
社
に
留
ま
り
つ
つ
、
比
較
的
長
期
に
わ
た
り
損
害
賠
償
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る（（
（

。

取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任（（
（

は
、
会
社
に
対
す
る
責
任
（
会
社
法
四
二
三
条
一
項
）
と
第
三
者
に
対
す
る
責
任
（
会
社
法
四
二
九
条
一
項
）

と
に
大
別
さ
れ
る
。
対
会
社
責
任
に
つ
い
て
は
、
損
害
を
被
っ
た
と
す
る
当
事
会
社
自
体
が
そ
の
取
締
役
等
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
す

る
こ
と
は
通
常
期
待
し
得
な
い
の
で
、
実
際
上
は
、
そ
の
株
主
が
、
株
主
代
表
訴
訟
（
会
社
法
八
四
七
条
）
に
よ
っ
て
、
取
締
役
等
の
会
社

に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
追
及
し
得
る
か
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
従
来
の
通
説
お
よ
び
判
例
は
、
特
に
合
併
の
事
案
に
つ
い
て
、
株
主

代
表
訴
訟
に
よ
る
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
追
及
に
否
定
的
な
見
解
を
示
し
て
い
た
。
合
併
に
関
す
る
従
来
の
学
説
・
判
例
の
立
場

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
株
式
交
換
・
株
式
移
転
、
お
よ
び
会
社
分
割
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
考
え
方
が
妥
当
す
る
か
も
確
認
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
組
織
再
編
当
事
会
社
の
株
主
や
債
権
者
が
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
、
組
織
再
編
当
事
会
社
の
取
締
役
等
に
対

し
て
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
き
損
害
賠
償
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
問
題
と
な
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
学

説
は
、
特
に
合
併
比
率
が
著
し
く
不
当
な
場
合
に
お
け
る
取
締
役
等
の
株
主
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
中
心
に
議
論
し
て
き
た
。
し
か

し
、
取
締
役
等
が
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
場
合
と
し
て
は
、
組
織
再
編
に
係
る
手
続
違
反
等
に
よ
っ
て
会
社
債
権
者
に
損
害
が
生
じ
る
場

合
も
観
念
で
き
る
こ
と
か
ら
、
株
主
の
救
済
手
段
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
会
社
分
割
等
に
お
け
る
債
権
者
の
救
済
手
段
と
し
て
の
有
用
性

も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ド
イ
ツ
組
織
再
編
法
は
、
組
織
再
編
に
お
け
る
財
産
移
転
会
社
（
合
併
に
お
け
る
消
滅
会
社
等
）
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組
織
再
編
に
お
け
る
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
（
受
川
）

の
取
締
役
・
監
査
役
に
つ
い
て
、
財
産
移
転
会
社
、
株
主
、
債
権
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
包
括
的
に
規
定
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の

法
制
度
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
組
織
再
編
に
お
け
る
取
締
役
等
の
対
会
社
責
任
お
よ
び
対
第
三
者
（
株
主
・
債
権
者
）
責
任
を
考
察
す
る

上
で
、
比
較
法
的
に
み
て
参
照
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
二
に
お
い
て
、
取
締
役
等
が
著
し
く
不
公
正
な
組
織
再
編
条
件
を
決
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
株
主
が
損
害
を
被
っ
た
場
合

に
お
い
て
、
株
主
が
、
株
主
代
表
訴
訟
に
よ
る
取
締
役
等
の
会
社
に
対
す
る
責
任
を
追
及
で
き
る
か
を
検
討
す
る
。
次
に
、
三
に
お
い
て
、

著
し
く
不
公
正
な
組
織
再
編
条
件
に
よ
り
株
主
が
損
害
を
被
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
株
主
が
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
よ
っ
て
直
接
的

に
救
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
さ
ら
に
は
、
債
権
者
異
議
手
続
に
違
反
す
る
会
社
分
割
や
詐
害
的
会
社
分
割
が
行
わ
れ
た
よ
う
な

場
合
に
お
い
て
、
分
割
会
社
の
債
権
者
が
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
よ
っ
て
、
分
割
会
社
の
取
締
役
等
に
対
し
損
害
賠
償
請
求
で
き
る

か
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
四
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
法
制
度
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
会
社
法
と
の
比
較
法
的
考
察
を
行
い
、

一
定
の
示
唆
を
得
た
い
。

な
お
、
近
時
、
企
業
組
織
再
編
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
Ｍ
Ｂ
Ｏ
の
実
施
に
係
る
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
違
反
等
を
理
由
に
、
対
象

会
社
の
株
主
が
会
社
法
四
二
三
条
一
項
・
八
四
七
条
ま
た
は
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
き
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
を
追
及
し
た
事
案
に

関
す
る
裁
判
例
が
公
表
さ
れ
て
い
る（（
（

。
し
か
し
、
Ｍ
Ｂ
Ｏ
の
事
案
は
、
買
収
者
で
あ
る
取
締
役
と
買
収
対
象
会
社
の
株
主
と
の
利
益
相
反

が
常
に
生
じ
、
対
象
会
社
の
株
主
共
同
の
利
益
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
等
の
点
に
お
い
て
、
合
併
等
の
組
織
再
編
一
般
と
は
や
や
異

な
る
問
題
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
の
考
察
の
対
象
と
は
し
な
い
。
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二　

取
締
役
等
の
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
（
会
社
法
四
二
三
条
・
八
四
七
条
）

1　

合　
　
　

併

判
例
上
は
、
合
併
当
事
会
社
の
株
主
が
、
合
併
比
率
等
の
著
し
い
不
当
ま
た
は
不
公
正
を
理
由
と
し
て
、
株
主
代
表
訴
訟
に
よ
っ
て
取

締
役
等
の
当
事
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
追
及
す
る
事
案
が
散
見
さ
れ
る
。
学
説
上
も
、
合
併
条
件
の
著
し
い
不
公
正
の
事
案
を

中
心
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
合
併
に
係
る
法
定
手
続
の
う
ち
、
株
主
保
護
を
目
的
と
し
た
法
定
手
続
の
違
反
、
例
え
ば
吸
収
合
併
契
約
等

に
関
す
る
書
面
等
の
備
置
義
務
（
会
社
法
七
八
二
条
）
違
反
や
、
吸
収
合
併
契
約
等
の
承
認
に
係
る
株
主
総
会
決
議
（
会
社
法
七
八
三
条
一
項
）

の
瑕
疵
が
あ
る
場
合
に
も
、
株
主
に
何
ら
か
の
損
害
が
生
ず
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
個
々
の
法
令
違
反
と
具
体
的
な
損
害
発
生
と
の
間
の

因
果
関
係
を
立
証
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
株
式
会
社
の
吸
収
合
併
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
消
滅
会
社

に
と
っ
て
著
し
く
不
公
正
な
い
し
不
当
な
合
併
比
率
（
例
え
ば
存
続
会
社
と
消
滅
会
社
と
の
合
併
比
率
一
対 

〇
・
一 

と
す
る
。）
に
基
づ
い
て
存

続
会
社
の
株
式
が
交
付
さ
れ
る
と
、
消
滅
会
社
の
株
主
は
、
公
正
な
合
併
比
率
（
例
え
ば
合
併
比
率
一
対 

〇
・
五 

と
す
る
。）
に
基
づ
き
交
付

さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
存
続
会
社
の
株
式
と
の
差
額
分
に
相
当
す
る
損
害
を
被
る
こ
と
と
な
り
、
あ
る
程
度
は
公
正
な
合
併
比
率
を
算
定

で
き
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
消
滅
会
社
株
主
の
損
害
も
具
体
的
に
算
定
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
従
来
、
著
し
く
不
公
正
な
合
併
比
率

の
決
定
に
よ
り
生
じ
た
株
主
の
損
害
の
回
復
が
議
論
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
も
と
よ
り
存
続
会
社
に
と
っ
て
著
し

く
不
当
な
合
併
比
率
が
定
め
ら
れ
、
存
続
会
社
の
株
主
に
損
害
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
こ
ろ
、
以
下
の
判
例
は
、
い
ず
れ
も
存
続

会
社
に
と
っ
て
不
公
正
な
合
併
比
率
が
決
定
さ
れ
た
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
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四
九

⑴　

判　

例

①
新
王
子
製
紙
株
主
代
表
訴
訟
事
件（（
（

（
東
京
地
判
平
成
六
・
一
一
・
二
四
資
料
版
商
事
一
三
〇
号
八
九
頁
、
東
京
高
判
平
成
七
・
六
・
一
四
資
料

版
商
事
一
四
三
号
一
六
一
頁
、最
三
小
判
平
成
八
・
一
・
二
三
資
料
版
商
事
一
四
三
号
一
五
八
頁
）
は
、Ａ
社
（
旧
王
子
製
紙
）
と
Ｂ
社
（
旧
神
崎
製
紙
）

と
の
合
併
に
際
し
、
Ｂ
社
が
負
っ
て
い
た
七
五
億
円
の
簿
外
損
失
の
事
実
を
知
り
な
が
ら
、
当
該
損
失
が
存
在
し
な
い
と
の
前
提
に
立
っ

た
合
併
比
率
で
新
株
を
発
行
さ
せ
、
合
併
後
の
新
会
社
Ｃ
社
（
新
王
子
製
紙
）
に
七
五
億
円
の
損
害
が
発
生
し
た
と
し
て
、
Ｃ
社
の
株
主

で
あ
る
Ｘ
が
、
株
主
代
表
訴
訟
に
よ
っ
て
、
Ｃ
社
の
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
で
あ
る
Ｙ
ら
に
対
し
、
Ｃ
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
追

及
し
た
事
案
で
あ
る
。

東
京
地
判
は
、「
仮
に
、
合
併
比
率
が
不
当
で
、
被
吸
収
会
社
の
株
主
に
対
し
そ
の
資
産
内
容
等
に
比
し
て
過
当
な
存
続
会
社
株
式
の

割
当
が
行
わ
れ
た
と
し
た
場
合
、
被
吸
収
会
社
の
株
主
が
不
当
に
利
得
す
る
反
面
、
存
続
会
社
の
株
主
が
損
失
を
被
る
こ
と
に
な
り
、
合

併
無
効
の
原
因
と
な
る
こ
と
は
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
不
当
な
合
併
比
率
に
よ
る
合
併
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
合

併
前
の
各
会
社
の
資
産
及
び
負
債
は
す
べ
て
合
併
後
の
会
社
に
引
き
継
が
れ
、
他
へ
の
資
産
の
流
失
や
新
た
な
債
務
負
担
は
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
前
述
の
よ
う
な
株
主
間
の
不
公
平
が
生
じ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
合
併
後
の
会
社
自
体
に
は
損
害
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。」
と
判
示
し
、
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
Ｘ
が
控
訴
し
た
と
こ
ろ
、
東
京
高
判
は
、
Ｂ
社
の
取
締
役
ら
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
は
合
併
に
よ
り
Ｃ
社
に
承

継
取
得
さ
れ
、
Ｃ
社
は
、
合
併
後
、
同
損
害
賠
償
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
合
併
自
体
に
よ
っ
て
直
ち
に

七
五
億
円
の
損
害
が
Ｃ
社
に
生
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
旨
を
付
言
し
た
上
で
、
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
原
判
決
を
維
持
し
、

控
訴
を
棄
却
し
た
。
ま
た
、
最
判
も
、
原
判
決
に
違
法
は
な
い
と
し
て
、
Ｘ
の
上
告
を
棄
却
し
結
論
を
支
持
し
た
。



五
〇

②
三
井
物
産
株
主
代
表
訴
訟
担
保
提
供
命
令
申
立
事
件
（
東
京
地
決
平
成
六
・
一
一
・
三
〇
資
料
版
商
事
一
三
一
号
八
九
頁
、
東
京
高
決
平

成
七
・
一
・
二
〇
資
料
版
商
事
一
三
二
号
四
八
頁
、
最
一
小
決
平
成
七
・
四
・
二
一
資
料
版
商
事
一
三
六
号
六
三
頁
）
は
、
次
の
よ
う
な
事
案
で

あ
る
。
Ａ
株
式
会
社
（
三
井
物
産
）
の
株
主
は
、
本
案
訴
訟
に
お
い
て
、
Ａ
社
が
子
会
社
で
あ
る
Ｂ
株
式
会
社
を
吸
収
合
併
す
る
に
際

し
、
Ｂ
社
の
株
主
に
対
し
、
公
正
な
合
併
比
率
に
比
し
、
は
る
か
に
大
量
の
Ａ
社
の
株
式
を
割
当
発
行
し
、
Ａ
社
お
よ
び
そ
の
株
主
に

二
五
八
億
七
五
〇
〇
万
円
の
損
害
を
与
え
た
も
の
で
あ
り
、
右
不
公
正
な
合
併
比
率
に
基
づ
き
合
併
を
決
定
し
た
当
時
の
Ａ
社
の
取
締
役

な
い
し
監
査
役
で
あ
っ
た
Ｙ
ら
に
は
、
善
管
注
意
義
務
違
反
な
い
し
忠
実
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
し
て
、
Ｙ
ら
に
対
す
る
株
主
代
表
訴
訟

を
提
起
し
た
の
に
対
し
、
Ｙ
ら
は
、
Ｘ
の
訴
え
提
起
は
悪
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
疎
明
し
て
担
保
提
供
を
求
め
た
。

東
京
地
決
は
、「
仮
に
合
併
比
率
が
不
当
で
、
被
吸
収
会
社
の
株
主
に
対
し
そ
の
資
産
内
容
等
に
比
し
て
過
当
な
存
続
会
社
株
式
の
割

当
が
行
わ
れ
た
と
し
た
場
合
、
被
吸
収
会
社
の
株
主
が
不
当
に
利
得
す
る
反
面
、
存
続
会
社
の
株
主
が
損
失
を
被
る
こ
と
に
な
っ
て
株
主

間
の
不
公
平
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
と
し
て
も
、
合
併
前
の
各
会
社
の
資
産
及
び
負
債
は
す
べ
て
合
併
後
の
会
社
に
引
き
継
が
れ
、

他
へ
の
資
産
の
流
失
や
新
た
な
債
務
負
担
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
合
併
後
の
会
社
自
体
に
損
害
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。」
と
し
た
上
で
、
Ｘ
の
本
件
本
案
訴
訟
の
提
起
は
、「
悪
意
ニ
出
タ
ル
モ
ノ
」
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
担
保
の
提
供
を
命

じ
た
。
合
併
後
の
会
社
自
体
に
損
害
が
生
じ
な
い
と
す
る
判
断
は
、
東
京
高
決
に
お
い
て
も
支
持
さ
れ
、
ま
た
東
京
高
決
の
結
論
は
最
高

決
で
も
維
持
さ
れ
た
。

③
レ
ン
ゴ
ー
株
主
代
表
訴
訟
事
件（（
（

（
大
阪
地
判
平
成
一
二
・
五
・
三
一
判
時
一
七
四
二
号
一
四
一
頁
）
は
、
Ａ
株
式
会
社
（
存
続
会
社
。
レ
ン

ゴ
ー
）
の
株
主
Ｘ
が
、
Ａ
社
が
Ｂ
株
式
会
社
（
消
滅
会
社
。
セ
ッ
ツ
）
を
不
合
理
、
不
公
平
な
合
併
比
率
で
吸
収
し
た
こ
と
に
よ
り
、
Ａ
社

に
少
な
く
と
も
九
三
億
円
と
い
う
多
額
の
損
害
が
生
じ
た
と
し
て
、
本
件
合
併
を
実
行
し
た
代
表
取
締
役
、
監
査
役
で
あ
る
Ｙ
ら
に
対
し
、



五
一

組
織
再
編
に
お
け
る
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
（
受
川
）

善
管
注
意
義
務
違
反
ま
た
は
忠
実
義
務
違
反
を
根
拠
に
、
上
記
損
害
の
一
部
を
Ａ
社
に
賠
償
す
る
よ
う
求
め
た
株
主
代
表
訴
訟
で
あ
る
。

大
阪
地
判
は
、「
仮
に
、
合
併
比
率
が
合
併
当
事
会
社
で
あ
る
Ａ
社
と
Ｂ
社
の
資
産
内
容
か
ら
み
て
不
合
理
、
不
公
平
で
あ
り
、
消
滅

会
社
で
あ
る
Ｂ
社
の
株
主
に
対
し
同
社
の
資
産
内
容
に
比
し
て
過
当
な
株
式
（
存
続
会
社
で
あ
る
Ａ
社
の
株
式
）
が
割
り
当
て
ら
れ
た
と
し

て
も
、
合
併
に
よ
り
、
消
滅
会
社
で
あ
る
Ｂ
社
の
資
産
及
び
負
債
は
全
て
包
括
的
に
存
続
会
社
で
あ
る
Ａ
社
に
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
合

併
交
付
金
の
支
払
い
と
い
う
形
で
の
資
産
の
流
出
も
な
く
、
ま
た
、
新
た
な
債
務
負
担
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
消
滅
会
社
で
あ
る
Ｂ
社

の
株
主
が
不
当
に
利
得
す
る
反
面
、
存
続
会
社
で
あ
る
Ａ
社
の
株
主
が
損
失
を
被
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
も
、
存
続
会
社
で
あ
る
Ａ
社
自

体
に
は
何
ら
損
害
は
生
じ
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
（
な
お
、
存
続
会
社
で
あ
る
Ａ
社
の
株
主
が
、
合
併
比
率
が
不
合
理
、
不
公
平
で
あ
り
合
併
に
よ

り
損
害
を
受
け
る
と
信
じ
た
の
で
あ
れ
ば
、
商
法
が
定
め
る
手
続
を
踏
み
、
株
式
買
取
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
損
害
を
回
避
す
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
で
あ
る
）。」
と
判
示
し
た
上
で
、
Ａ
社
に
損
害
が
発
生
し
な
い
以
上
、
合
併
比
率
の
当
、
不
当
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も

な
く
、
Ｘ
の
請
求
は
理
由
が
な
い
と
し
て
棄
却
し
た
。

⑵　

学
説
と
検
討

ア　

判
例
の
分
析

上
記
⑴
で
み
た
（
裁
）
判
例
は
い
ず
れ
も
、
合
併
対
価
の
柔
軟
化
が
明
文
上
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
平
成
一
七
年
の
会
社
法
制
定
前

の
商
法
（
以
下
「
旧
商
法
」
と
す
る
。）
が
適
用
さ
れ
る
吸
収
合
併
の
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
吸
収
合
併
に
お
い
て
、（
ア
）
合
併
比

率
が
消
滅
会
社
お
よ
び
そ
の
株
主
に
著
し
く
不
利
に
定
め
ら
れ
る
場
合
と
、
そ
れ
と
は
反
対
に
、（
イ
）
存
続
会
社
お
よ
び
そ
の
株
主
に

著
し
く
不
利
に
定
め
ら
れ
る
場
合
と
が
あ
り
得
る
が
、
上
記
判
例
の
事
案
は
す
べ
て
（
イ
）
の
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず



五
二

れ
の
原
告
株
主
も
、
消
滅
会
社
（
被
吸
収
会
社
）
の
株
主
に
対
し
過
当
な
存
続
会
社
株
式
の
割
当
て
が
行
わ
れ
、
消
滅
会
社
株
主
が
不
当

に
利
得
し
た
反
面
、
存
続
会
社
お
よ
び
そ
の
株
主
が
損
失
を
被
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

上
記
①
〜
③
の
地
裁
判
決
・
決
定
は
、
合
併
比
率
が
不
当
で
あ
っ
た
か
否
か
に
関
す
る
判
断
を
示
す
こ
と
な
く
、
ほ
ぼ
同
じ
理
由
で
、

取
締
役
の
合
併
後
の
会
社
（
存
続
会
社
）
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
否
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仮
に
不
当
な
合
併
比
率
に
よ
る
合

併
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
合
併
前
の
各
会
社
の
資
産
お
よ
び
負
債
は
す
べ
て
合
併
後
の
会
社
に
引
き
継
が
れ
、
他
へ
の
資
産
の
流
出
や
新

た
な
債
務
負
担
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
株
主
間
の
不
公
平
が
生
じ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
合
併
後
の
会
社
自
体
に
は
損
害
が
生
じ
る
こ
と

は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
、
株
主
の
請
求
を
認
め
て
い
な
い
。

①
新
王
子
製
紙
事
件
東
京
地
判
は
、
合
併
比
率
の
著
し
い
不
公
正
は
合
併
の
無
効
原
因
と
な
ら
な
い
と
判
示
し
た
東
京
高
判
（
東
京

高
判
平
成
二
・
一
・
三
一
資
料
版
商
事
七
七
号
一
九
三
頁
）
の
結
論
を
支
持
し
た
最
高
裁
判
決
（
最
判
平
成
五
・
一
〇
・
五
資
料
版
商
事
一
一
六
号

一
九
六
頁
）
の
直
後
に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
、
合
併
比
率
の
不
当
が
合
併
の
無
効
原
因
に
な
り
得
る
こ
と
を
示
唆
し
た
点
が
興
味

深
い
。
ま
た
、
③
レ
ン
ゴ
ー
事
件
大
阪
地
判
は
、
株
主
代
表
訴
訟
を
否
定
す
る
理
由
と
し
て
、
後
述
す
る
学
説
の
指
摘
に
配
慮
し
て
か
、

当
該
事
案
に
お
い
て
は
、
合
併
交
付
金
の
支
払
い
と
い
う
形
で
の
資
産
の
流
出
が
な
か
っ
た
こ
と
、
株
主
は
株
式
買
取
請
求
権
を
行
使
す

る
こ
と
に
よ
り
そ
の
損
害
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
を
付
け
加
え
て
い
る
点
に
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。

イ　

旧
商
法
下
の
学
説

旧
商
法
の
下
で
は
、
学
説
の
通
説
も
、
判
例
と
同
様
の
立
場
を
採
っ
て
い
た
。
今
井
宏
教
授
は
、
親
子
会
社
の
合
併
に
つ
い
て
、
子
会

社
の
取
締
役
が
自
社
に
不
利
な
合
併
契
約
を
締
結
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
過
失
が
あ
る
限
り
、
子
会
社
に
対
し
て
任
務
懈
怠
責
任
を
負
う

べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
対
会
社
責
任
を
追
及
し
て
も
少
数
株
主
の
十
分
な
救
済
と
な
ら
な
い
し
、
そ
の
賠
償
額
は
、
合
併
後
の
両
会
社
の



五
三

組
織
再
編
に
お
け
る
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
（
受
川
）

株
主
の
共
同
財
産
と
な
る
か
ら
、
株
主
の
損
害
は
完
全
に
は
回
復
さ
れ
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
た（（
（

。
ま
た
、
江
頭
憲
治
郎
教
授
は
、
合
併

比
率
（
合
併
条
件
）
の
不
公
正
は
株
主
に
損
害
を
被
ら
せ
る
が
、
会
社
に
損
害
を
発
生
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
株
主
が
代
表
訴
訟

に
よ
り
取
締
役
の
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
、
よ
り
明
確
に
否
定
的
な
立
場
を
示
さ
れ
て
い
た（（
（

。

こ
れ
に
対
し
て
、
土
田
亮
教
授
は
、
取
締
役
等
の
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
肯
定
す
る
見
解
を
主
張
さ
れ
て
い
た
。
合
併
比
率

の
不
公
正
に
よ
る
株
主
の
損
害
は
い
わ
ゆ
る
間
接
損
害
で
あ
り
、か
つ
合
併
に
よ
っ
て
も
消
滅
す
る
こ
と
は
な
い
と
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、

損
害
を
生
じ
さ
せ
た
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
責
任
を
株
主
が
追
及
し
得
る
と
し
た
上
で
、
合
併
比
率
の
不
公
正
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

を
間
接
損
害
と
捉
え
れ
ば
、
新
た
な
債
務
負
担
が
な
い
と
は
い
え
ず
、
こ
れ
を
理
由
と
し
て
、
合
併
比
率
の
不
公
正
に
よ
っ
て
会
社
の
損

害
は
生
じ
得
な
い
と
す
る
判
例
の
立
場
は
首
肯
し
難
い
と
さ
れ
て
い
た（（
（

。

ま
た
、
中
東
正
文
教
授
は
、
限
定
的
に
、
株
主
代
表
訴
訟
に
よ
る
取
締
役
の
責
任
追
及
を
肯
定
す
る
見
解
を
示
さ
れ
て
い
た（（（
（

。
旧
商
法

の
下
で
も
、
合
併
交
付
金
が
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
消
滅
会
社
の
株
主
に
対
し
て
現
金
が
現
実
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
範

囲
で
合
併
後
の
会
社
に
損
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
公
正
な
合
併
比
率
を
定
め
た
取
締
役
の
責
任
を
追
及
す
る
余
地
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
仮
に
合
併
対
価
を
金
銭
の
み
と
す
る
交
付
金
合
併
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
・
マ
ー
ジ
ャ
ー
）
が
許
さ
れ
る
と
す
る
と（（（
（

、
消
滅
会

社
の
価
値
に
相
応
す
る
だ
け
の
金
銭
が
存
続
会
社
か
ら
消
失
し
、
消
滅
会
社
の
株
主
に
は
存
続
会
社
の
株
式
が
交
付
さ
れ
ず
、
存
続
会
社

へ
の
収
容
は
行
わ
れ
な
い
か
ら
、
合
併
後
の
会
社
に
損
害
が
な
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
存
続
会
社
の
取
締
役
ら
に
対
す
る
株
主
代
表
訴

訟
を
退
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。

ウ　

会
社
法
下
の
学
説

現
在
の
通
説
は
、合
併
条
件
の
不
公
正
は
、消
滅
会
社
の
株
主
・
新
株
予
約
権
者
に
対
し
株
式
・
新
株
予
約
権
が
交
付
さ
れ
る
限
り
、株
主
・
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四

新
株
予
約
権
者
に
損
害
を
被
ら
せ
る
こ
と
は
あ
り
得
て
も
、
会
社
に
損
害
を
発
生
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
株
主
が
代
表
訴
訟
に
よ

り
取
締
役
の
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
基
本
的
に
は
否
定
的
な
立
場
を
採
っ
て
い
る（（（
（

。

も
っ
と
も
、
こ
の
立
場
に
あ
っ
て
も
、
合
併
対
価
と
し
て
存
続
会
社
の
株
式
で
は
な
く
、
金
銭
・
社
債
等
が
交
付
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ

て
、
合
併
対
価
が
存
続
会
社
に
不
利
に
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
存
続
会
社
か
ら
過
大
に
資
産
が
流
出
し
損
害
を
被
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

存
続
会
社
の
株
主
は
、
代
表
訴
訟
に
よ
り
存
続
会
社
の
取
締
役
の
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
た
だ
し
、
こ
の

場
合
に
は
、
取
締
役
が
合
併
後
の
会
社
に
対
し
賠
償
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
当
に
有
利
な
合
併
比
率
で
金
銭
等
を
受
け
取
っ
た
株
主
も

利
得
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た（（（
（

。

エ　

小　

括

会
社
法
の
下
で
も
、
合
併
当
事
会
社
の
一
方
に
と
っ
て
著
し
く
不
公
正
な
合
併
条
件
（
合
併
対
価
）
が
決
定
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、

合
併
対
価
と
し
て
存
続
会
社
株
式
が
交
付
さ
れ
る
限
り
（
交
付
金
合
併
等
を
除
く
。）、
当
事
会
社
自
体
に
損
害
が
生
じ
て
い
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
株
主
代
表
訴
訟
に
よ
る
取
締
役
の
責
任
追
及
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
著
し
く
不
公
正
な
合
併
条
件
に

よ
っ
て
不
利
益
を
被
っ
た
株
主
は
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
い
て
、
当
事
会
社
の
取
締
役
等
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
す
べ
き

で
あ
る
。
仮
に
、
四
二
九
条
一
項
に
よ
る
取
締
役
の
対
第
三
者
責
任
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
と
、
代
表
訴
訟
に
よ
る
四
二
三
条
一
項
の
対

会
社
責
任
が
否
定
さ
れ
な
い
と
、
取
締
役
は
対
会
社
責
任
と
対
第
三
者
（
株
主
）
責
任
の
二
重
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い

う
問
題
が
生
じ
る
。



五
五

組
織
再
編
に
お
け
る
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
（
受
川
）

2　

株
式
交
換
お
よ
び
株
式
移
転

株
式
交
換
ま
た
は
株
式
移
転
が
行
わ
れ
る
前
に
、
代
表
訴
訟
を
提
起
し
た
株
主
は
、
そ
の
訴
訟
の
係
属
中
に
株
主
で
な
く
な
っ
た
と
し

て
も
、
そ
の
者
が
当
該
株
式
会
社
の
株
式
交
換
ま
た
は
株
式
移
転
に
よ
り
当
該
株
式
会
社
の
完
全
親
会
社
の
株
式
を
取
得
し
た
と
き
は
、

引
き
続
き
訴
訟
を
追
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
社
法
八
五
一
条
一
項
一
号
）。
ま
た
、
株
式
交
換
等
の
効
力
が
生
じ
た
日
の
六
か
月
前
か
ら

当
該
日
ま
で
引
き
続
き
株
式
会
社
の
株
主
で
あ
っ
た
旧
株
主
も
、
当
該
株
式
交
換
等
に
よ
り
当
該
株
式
会
社
の
完
全
親
会
社
の
株
式
を
取

得
し
、
引
き
続
き
当
該
株
式
を
有
す
る
と
き
は
、
代
表
訴
訟
の
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
る
（
会
社
法
八
四
七
条
の
二
第
一
項
一
号
）。

そ
れ
で
は
、
株
式
交
換
ま
た
は
株
式
移
転
に
よ
っ
て
完
全
親
会
社
と
な
る
会
社
（
以
下
「
Ａ
社
」
と
い
う
。）
の
株
主
に
と
っ
て
不
公
正

な
株
式
交
換
比
率
・
株
式
移
転
比
率
が
決
定
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
完
全
子
会
社
と
な
る
会
社
（
以
下
「
Ｂ
社
」
と
い
う
。）

の
株
主
に
と
っ
て
不
公
正
な
株
式
交
換
比
率
等
が
決
定
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
株
式
交
換
比
率
等
の
不
公
正
を
主
張
す
る
株
主
は
、
株

主
代
表
訴
訟
に
よ
っ
て
、
Ａ
社
ま
た
は
Ｂ
社
の
取
締
役
の
当
該
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

株
式
交
換
は
、既
存
の
Ａ
社
と
Ｂ
社
と
の
間
で
株
式
交
換
契
約
を
締
結
し
、Ｂ
社
が
そ
の
発
行
済
株
式
の
全
部
を
Ａ
社
に
取
得
さ
せ
（
会

社
法
二
条
三
一
号
）、
Ａ
社
を
完
全
親
会
社
、
Ｂ
社
を
完
全
子
会
社
と
す
る
行
為
で
あ
る
。
ま
た
、
株
式
移
転
は
、
Ｂ
社
が
株
式
移
転
計
画

を
作
成
し
、
そ
の
発
行
済
株
式
の
全
部
を
新
た
に
設
立
す
る
Ａ
社
に
取
得
さ
せ
る
行
為
で
あ
る
（
同
条
三
二
号
）。
株
式
交
換
等
に
よ
っ
て
、

Ａ
社
と
Ｂ
社
の
間
に
完
全
親
子
会
社
関
係
が
創
設
さ
れ
る
が
、
Ｂ
社
が
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
Ｂ
社
か
ら
Ａ
社
へ
の
資
産
・
負
債
の

承
継
も
行
わ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
株
式
交
換
等
に
つ
い
て
は
、
上
記
に
み
た
合
併
に
関
す
る
裁
判
例
が
示
し
た
理
由
づ
け
、
す
な
わ

ち
「
仮
に
不
当
な
合
併
比
率
に
よ
る
合
併
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
合
併
前
の
各
会
社
の
資
産
お
よ
び
負
債
は
す
べ
て
合
併
後
の
会
社
に
引



五
六

き
継
が
れ
、
他
へ
の
資
産
の
流
出
や
新
た
な
債
務
負
担
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
株
主
間
の
不
公
平
が
生
じ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
合
併
後

の
会
社
自
体
に
は
損
害
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
」
と
す
る
論
拠
は
妥
当
し
な
い
。

ま
た
、
Ｂ
社
の
株
主
が
株
式
交
換
等
の
対
価
と
し
て
Ａ
社
の
株
式
の
み
を
取
得
す
る
限
り
、
た
と
え
い
ず
れ
か
の
会
社
の
株
主
に
と
っ

て
不
当
な
株
式
交
換
比
率
等
が
定
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
株
式
交
換
等
の
実
施
に
よ
っ
て
、
Ａ
社
お
よ
び
Ｂ
社
の
い
ず
れ
に
も
損
害
は
発

生
し
な
い
か
ら
、
Ａ
社
ま
た
は
Ｂ
社
の
株
主
は
、
代
表
訴
訟
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の
取
締
役
の
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
Ｂ
社
の
株
主
が
株
式
交
換
等
の
対
価
と
し
て
Ａ
社
の
株
式
で
は
な
く
金
銭
・
社
債
等
を
取
得
す
る
場
合

に
お
い
て
、
Ａ
社
株
主
に
と
っ
て
不
当
な
対
価
が
決
定
さ
れ
た
と
き
は
、
Ｂ
社
株
主
に
対
し
過
分
の
金
銭
等
が
交
付
さ
れ
、
Ａ
社
に
損
害

が
生
じ
得
る
か
ら
、
Ａ
社
株
主
は
、
株
主
代
表
訴
訟
に
よ
り
、
不
公
正
な
株
式
交
換
比
率
等
を
決
定
し
た
Ａ
社
取
締
役
の
Ａ
社
に
対
す
る

損
害
賠
償
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
は
反
対
に
、Ｂ
社
株
主
に
と
っ
て
不
当
な
対
価
が
決
定
さ
れ
た
と
き
は
、

Ｂ
社
自
身
は
何
ら
財
産
的
支
出
を
伴
わ
な
い
か
ら
、
Ｂ
社
に
損
害
は
生
じ
て
い
な
い
。

3　

会
社
分
割

会
社
分
割
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
分
割
対
価
は
、
分
割
会
社
の
株
主
に
交
付
さ
れ
る
（
人
的
分
割
）（

（（
（

の
で
は
な
く
、
分
割
会
社

自
体
に
交
付
さ
れ
る
（
物
的
分
割
）。
吸
収
分
割
に
お
い
て
、
分
割
会
社
（
以
下
「
Ａ
社
」
と
い
う
。）
に
対
す
る
分
割
対
価
と
し
て
承
継
会
社

（
以
下
「
Ｂ
社
」
と
い
う
。）
の
株
式
の
み
が
交
付
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
分
割
対
価
が
Ａ
社
に
と
っ
て
不
公
正
な
と
き
は
、
Ｂ
社

に
承
継
さ
せ
た
資
産
等
に
比
し
て
交
付
さ
れ
た
対
価
が
少
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
Ａ
社
に
損
害
が
生
ず
る
こ
と
と
な
り
、
他
方
、
当
該
分

割
対
価
が
Ｂ
社
に
と
っ
て
不
公
正
な
と
き
は
、
Ｂ
社
が
交
付
し
た
株
式
数
に
相
当
す
る
資
産
等
が
承
継
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
Ｂ



五
七

組
織
再
編
に
お
け
る
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
（
受
川
）

社
に
も
損
害
が
生
じ
て
い
る
。
分
割
対
価
が
Ｂ
社
の
株
式
で
は
な
く
、
金
銭
や
社
債
等
で
あ
る
と
き
は
、
Ａ
社
ま
た
は
Ｂ
社
に
お
け
る
損

害
発
生
は
い
っ
そ
う
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
、
不
当
な
分
割
対
価
の
決
定
に
よ
っ
て
分
割
当
事
会
社
の
一
方
に
損
害
が
生
じ
た
と
き
は
、
理
論
上
は
、
当
該
分
割
当
事
会
社

の
株
主
は
、
株
主
代
表
訴
訟
に
よ
り
、
当
該
会
社
の
取
締
役
の
損
害
賠
償
責
任
を
追
及
し
得
る
。
も
っ
と
も
、
少
な
く
と
も
債
務
超
過
会

社
の
事
業
再
建
の
目
的
で
行
わ
れ
る
よ
う
な
新
設
分
割
の
事
案
を
み
る
限
り
、
分
割
会
社
の
取
締
役
が
設
立
会
社
を
新
設
す
る
こ
と
、
分

割
会
社
の
資
産
等
を
設
立
会
社
に
承
継
さ
せ
る
こ
と
、
分
割
会
社
に
対
し
設
立
会
社
の
株
式
を
交
付
す
る
こ
と
が
一
連
の
ス
キ
ー
ム
の
中

で
同
時
に
行
わ
れ
て
お
り
、
分
割
会
社
ま
た
は
設
立
会
社
の
一
方
に
不
当
な
分
割
対
価
が
決
定
さ
れ
て
い
る
と
認
定
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三　

取
締
役
等
の
第
三
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
（
会
社
法
四
二
九
条
一
項
）

1　

取
締
役
等
の
株
主
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任

⑴　

判　

例

興
亜
損
保
損
害
賠
償
請
求
事
件（（（
（

（
東
京
地
判
平
成
二
三
・
九
・
二
九
判
時
二
一
三
八
号
一
三
四
頁
）
は
、
共
同
株
式
移
転
が
行
わ
れ
た
場
合
に

お
い
て
、
株
式
移
転
完
全
子
会
社
の
株
主
が
、
不
公
正
な
株
式
移
転
比
率
の
決
定
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
、
同
社
の
代
表
取
締

役
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
株
式
会
社
（
興
亜
損
保
）
の
株
主
Ｘ
ら
は
、
同
社
の
代

表
取
締
役
で
あ
っ
た
Ｙ
が
、
同
社
と
Ｂ
株
式
会
社
（
損
保
ジ
ャ
パ
ン
）
が
共
同
株
式
移
転
の
方
法
に
よ
り
共
同
持
株
会
社
（
株
式
移
転
設
立



五
八

完
全
親
会
社
）
で
あ
る
Ｃ
株
式
会
社
（
Ｎ
Ｋ
Ｓ
Ｊ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
を
設
立
す
る
に
当
た
り
、
公
正
な
株
式
移
転
比
率
を
定
め
る
べ
き
任

務
を
悪
意
ま
た
は
重
過
失
に
よ
り
怠
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
本
来
で
あ
れ
ば
Ｘ
ら
が
保
有
す
る
Ａ
社
の
普
通
株
式
一
株
に
対
し

て
Ｃ
社
の
普
通
株
式
一
株
以
上
が
割
り
当
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
〇
・
九
株
し
か
割
り
当
て
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

で
損
害
を
被
っ
た
旨
主
張
し
て
、
Ｙ
に
対
し
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
き
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。

東
京
地
判
は
、「
Ｙ
が
Ａ
社
の
取
締
役
と
し
て
本
件
株
式
移
転
の
移
転
比
率
を
合
意
す
る
に
当
た
り
、
判
断
の
前
提
と
な
る
事
実
を
認

識
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
収
集
や
分
析
を
誤
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
そ
の
意
思
決
定
の
過
程
や
内
容
が
企
業
経
営
者

と
し
て
不
合
理
、
不
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
株
式
移
転
の
移
転

比
率
の
合
意
に
つ
い
て
、
Ｙ
に
善
管
注
意
義
務
違
反
と
な
る
べ
き
任
務
懈
怠
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
の
判
断
を
示
し
て
、

Ｘ
ら
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

本
判
決
は
、
代
表
取
締
役
Ｙ
の
第
三
者
（
株
主
Ｘ
ら
）
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
の
有
無
を
判
断
す
る
際
に
、
い
わ
ゆ
る
経
営
判
断
原

則
を
適
用
し
、
本
件
株
式
移
転
比
率
の
合
意
に
つ
い
て
、
取
締
役
に
善
管
注
意
義
務
違
反
と
な
る
べ
き
任
務
懈
怠
が
あ
る
と
は
い
え
な
い

と
し
た
。
本
判
決
は
、
た
と
え
株
式
移
転
比
率
に
つ
い
て
株
主
総
会
決
議
に
よ
る
承
認
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
取
締
役
が
不
公
正
な
株
式

移
転
比
率
を
決
定
し
た
場
合
に
は
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
き
、
取
締
役
の
株
主
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
が
成
立
す
る
こ
と
が

あ
り
得
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（（（
（

。
そ
の
上
で
、
本
判
決
は
、
同
条
項
に
よ
る
責
任
の
成
立
要
件
の
一
つ
で
あ
る
任
務

懈
怠
の
有
無
に
つ
き
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
件
判
旨
は
、
事
業
再
編
の
一
環
と
し
て
他
社
の
株
式
を
任
意
の
合
意
に
基
づ
き

買
い
取
る
場
合
の
買
取
価
格
の
決
定
に
つ
い
て
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
違
反
の
有
無
が
問
題
と
な
っ
た
ア
パ
マ
ン
シ
ョ
ッ
プ
株
主
代
表

訴
訟
上
告
審
判
決
（
最
一
判
平
成
二
二
・
七
・
一
五
集
民
二
三
四
号
二
二
五
頁
）
の
判
断
基
準
を
踏
襲
し
た
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。



五
九

組
織
再
編
に
お
け
る
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
（
受
川
）

⑵　

学
説
と
検
討

ア　

合　

併

組
織
再
編
当
事
会
社
の
株
主
が
著
し
く
不
公
正
な
組
織
再
編
条
件
の
決
定
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項

に
基
づ
き
、
取
締
役
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
か
に
関
し
て
、
学
説
は
、
主
に
合
併
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
た
。

旧
商
法
の
下
で
、
こ
の
問
題
を
最
初
に
詳
細
に
論
じ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
中
村
建
教
授
だ
と
思
わ
れ
る
。
中
村
教
授
は
、
以
下
の
よ
う

に
説
明
さ
れ
て
い
た（（（
（

。
取
締
役
が
合
併
契
約
に
お
い
て
不
公
正
な
合
併
比
率
を
定
め
た
場
合
、
こ
の
点
に
違
法
性
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
に

よ
っ
て
第
三
者
た
る
株
主
が
損
害
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
株
主
は
、
旧
商
法
二
六
六
条
ノ
三
第
一
項
に
基
づ
き
、
取
締
役
の
任
務
懈
怠
に

対
す
る
悪
意
・
重
過
失
を
主
張
・
立
証
し
て
取
締
役
個
人
に
そ
の
損
害
の
賠
償
を
請
求
で
き
る
。
ま
た
、
取
締
役
が
、
合
併
貸
借
対
照
表

に
虚
偽
の
記
載
を
し
、
こ
れ
を
利
用
し
て
不
公
正
な
合
併
比
率
を
定
め
た
場
合
に
は
、
旧
商
法
二
六
六
条
ノ
三
第
二
項
を
類
推
し
て
、
虚

偽
の
記
載
を
し
た
取
締
役
が
無
過
失
の
立
証
を
し
な
い
限
り
、
株
主
に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
。
さ
ら
に
、
監
査
役
は
、
合
併
貸

借
対
照
表
等
の
調
査
義
務
を
負
い
、
合
併
契
約
書
記
載
の
合
併
比
率
に
関
す
る
事
項
を
不
当
と
認
め
た
の
に
そ
の
意
見
を
合
併
承
認
総
会

に
報
告
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
か
か
る
調
査
義
務
お
よ
び
報
告
義
務
を
悪
意
ま
た
は
重
過
失
に
よ
り
懈
怠
し
、
こ
れ
に
よ
り
第
三
者
た
る

株
主
が
損
害
を
被
っ
た
場
合
に
は
、
株
主
は
、
監
査
役
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
旧
商
二
八
〇
条
一
項
・
二
六
六
条

ノ
三
第
一
項
）。

旧
商
法
の
下
に
お
け
る
そ
の
他
の
学
説（（（
（

、
な
ら
び
に
会
社
法
の
下
で
の
学
説（（（
（

も
、
不
公
正
な
合
併
条
件
の
決
定
に
よ
っ
て
株
主
が
損
害

を
被
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
損
害
を
直
接
損
害
と
捉
え
て
、
当
該
株
主
は
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
（
旧
商
法
二
六
六
条
ノ
三
第
一
項
）
に

基
づ
き
、
不
公
正
な
合
併
条
件
を
決
定
し
た
取
締
役
等
に
対
し
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
と
解
す
る
立
場
を
明
言
す
る
も
の
が
多
く
、
私
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見
と
し
て
も
、
か
か
る
請
求
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
合
併
当
事
会
社
で
あ
る
Ａ
株
式
会
社
の
株
主
Ｘ
が
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
き
、
Ａ
社
の
取
締
役
Ｙ
に
対
し
損
害

賠
償
を
請
求
す
る
た
め
に
は
、
Ｙ
が
Ａ
社
の
取
締
役
で
あ
る
こ
と
、
Ｙ
が
そ
の
職
務
執
行
に
関
し
任
務
懈
怠
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
、
Ｙ
の

任
務
懈
怠
に
係
る
悪
意
ま
た
は
重
過
失
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
第
三
者
で
あ
る
Ｘ
に
損
害
が
発
生
し
た
こ
と
お
よ
び
そ
の
数
額
、
Ｙ
の
任

務
懈
怠
行
為
と
損
害
発
生
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
主
張
・
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（（
（

。

東
京
証
券
取
引
所
の
上
場
会
社
が
合
併
等
の
組
織
再
編
を
行
う
場
合
に
は
、
投
資
者
の
投
資
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
、
有

価
証
券
上
場
規
程
に
基
づ
く
情
報
の
開
示
義
務
が
課
さ
れ
て
お
り
（
上
場
規
程
四
〇
二
条
一
号
ｉ
〜
l
）、
当
該
組
織
再
編
に
係
る
割
当
て
の

内
容
の
算
定
根
拠
等
の
開
示
に
関
す
る
実
務
マ
ニ
ュ
ア
ル（（（
（

に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
会
社
か
ら
独
立
し
た
第
三
者
算
定
機
関
が

行
っ
た
組
織
再
編
条
件
の
算
定
結
果
を
参
考
に
し
て
、
当
事
会
社
の
取
締
役
会
は
、
そ
の
算
定
結
果
の
レ
ン
ジ
の
範
囲
内
で
組
織
再
編
条

件
を
決
定
す
る
の
が
通
例
で
あ
る（（（
（

。
株
式
移
転
に
関
す
る
興
亜
損
保
事
件
東
京
地
判
が
示
し
た
よ
う
に
、
株
式
移
転
比
率
等
の
組
織
再
編

条
件
の
決
定
に
つ
い
て
も
経
営
判
断
原
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
東
証
の
実
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
た
開
示
手
続
を
踏
ん
で
い
る
限

り
、
不
公
正
な
組
織
再
編
条
件
を
決
定
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
組
織
再
編
条
件
の
決
定
に
係
る
任
務
懈
怠
と
な
る
善
管
注
意
義
務
違
反
が

あ
っ
た
こ
と
を
主
張
・
立
証
す
る
の
は
困
難
で
あ
る（（（
（

。
従
前
よ
り
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
で
は
、
取
締
役
の
悪
意
・
重
過
失
が
要
件
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
株
主
が
不
公
正
な
合
併
比
率
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
証
明
す
る
こ
と
は
殆
ど
困
難
で
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
た
が（（（
（

、
任
務
懈
怠
に
対
す
る
悪
意
・
重
過
失
を
立
証
す
る
以
前
に
、
そ
も
そ
も
任
務
懈
怠
と
な
る
善
管
注
意
義
務
違
反
を

立
証
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

イ　

株
式
交
換
お
よ
び
株
式
移
転
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組
織
再
編
に
お
け
る
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
（
受
川
）

上
記
ア
に
お
い
て
、
合
併
に
つ
い
て
み
た
こ
と
は
、
株
式
交
換
お
よ
び
株
式
移
転
に
も
妥
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
取
締
役
が
不
公
正
な

株
式
交
換
対
価
・
株
式
移
転
対
価
を
決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
損
害
を
受
け
た
株
主
は
、
理
論
上
は
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
き
、

取
締
役
に
対
し
損
害
賠
償
請
求
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
株
式
交
換
・
株
式
移
転
の
場
合
に
も
、
株
式
交
換
完
全
子
会
社
等
の
株
主
は
、
株

式
交
換
条
件
等
の
決
定
に
係
る
当
該
会
社
の
取
締
役
の
任
務
懈
怠
の
存
在
を
立
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

ウ　

会
社
分
割

会
社
分
割
に
つ
い
て
は
、
合
併
等
の
場
合
と
は
異
な
る
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
会
社
分
割
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
分
割
対
価
は
、

分
割
会
社
の
株
主
に
交
付
さ
れ
る
（
人
的
分
割
）
の
で
は
な
く
、
分
割
会
社
自
体
に
交
付
さ
れ
る
（
物
的
分
割
）。
物
的
分
割
が
行
わ
れ
る

限
り
、
吸
収
分
割
の
場
合
に
お
い
て
、
分
割
会
社
の
取
締
役
が
、
分
割
会
社
に
不
当
な
分
割
対
価
を
決
定
し
た
と
き
は
、
分
割
会
社
自
体

に
損
害
が
生
ず
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
分
割
会
社
の
株
主
に
直
接
の
損
害
が
生
ず
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
株
主
は
、
会
社
法
四
二
九
条
一

項
に
基
づ
き
、
取
締
役
に
対
し
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
上
記
二
3
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
会
社
分
割
に
お

い
て
は
、
不
当
な
分
割
対
価
の
決
定
に
よ
っ
て
、
分
割
会
社
自
体
に
損
害
が
生
じ
、
理
論
上
は
、
分
割
会
社
の
株
主
に
よ
る
株
主
代
表
訴

訟
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
の
裏
返
し
で
あ
る（（（
（

。
た
だ
し
、
会
社
分
割
と
同
時
に
分
割
会
社
の
株
主
へ
の
剰
余
金
配
当
等
が
行
わ
れ
る
人
的
分

割
の
場
合
（
会
社
法
七
五
八
条
八
号
）
に
お
い
て
、
剰
余
金
の
配
当
等
を
含
む
分
割
対
価
が
不
公
正
で
あ
る
と
き
は
、
分
割
会
社
の
株
主
に

直
接
の
損
害
が
生
じ
得
る
こ
と
か
ら
、
当
該
株
主
は
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
き
、
分
割
会
社
の
取
締
役
に
対
し
て
損
害
賠
償
を

請
求
す
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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取
締
役
等
の
会
社
債
権
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任

組
織
再
編
当
事
会
社
の
取
締
役
等
が
法
令
に
違
反
し
て
組
織
再
編
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
事
会
社
の
債
権
者
が
自
己
の
債
権

を
回
収
で
き
な
く
な
り
、
損
害
を
被
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
例
え
ば
、（
ア
）
Ａ
株
式
会
社
（
分
割
会
社
）
の
取
締
役
Ｙ
が
、
Ａ
社
の
債
務

の
免
脱
を
目
的
と
し
て
、
新
設
分
割
に
よ
っ
て
、
債
務
の
履
行
の
見
込
み
の
な
い
Ｂ
株
式
会
社
の
設
立
を
計
画
し
た
と
す
る
。
こ
の
新
設

分
割
計
画
に
お
い
て
は
、
債
権
者
Ｘ
に
対
す
る
Ａ
社
の
債
務
は
Ｂ
社
に
承
継
さ
れ
る
旨
が
定
め
ら
れ
（
会
社
法
七
六
三
条
一
項
五
号
）、
新
設

分
割
後
に
、
Ｘ
は
Ａ
社
に
対
し
て
債
務
の
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ａ
社
の
取
締
役
が
意
図
的
に
法

定
の
債
権
者
異
議
手
続
（
会
社
法
八
一
〇
条
一
項
一
号
）
を
全
く
経
な
い
で
（
八
一
〇
条
二
項
の
要
求
す
る
公
告
す
ら
行
わ
ず
に
）
新
設
分
割
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
Ｂ
社
は
設
立
当
初
か
ら
債
務
の
履
行
の
見
込
み
の
な
い
会
社
で
あ
っ
て
、
Ｘ
が
自
己
の
債
権
を
回
収
で
き
な
く
な
っ

た
よ
う
な
場
合
に
は
、
Ｘ
は
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
き
、
Ａ
社
の
取
締
役
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、判
例
上
、問
題
と
な
っ
て
い
る
詐
害
的
会
社
分
割
と
は
、例
え
ば
、（
イ
）
債
務
超
過
に
陥
っ
た
株
式
会
社
が
、新
設
分
割
（
吸

収
分
割
）
に
よ
り
、
設
立
会
社
（
承
継
会
社
）
に
債
務
の
履
行
を
請
求
で
き
る
債
権
者
と
設
立
会
社
に
承
継
さ
れ
な
い
債
務
の
債
権
者
と
を

恣
意
的
に
選
別
し
た
上
で
、
設
立
会
社
に
優
良
事
業
や
資
産
を
承
継
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
承
継
さ
れ
な
い
債
権
者
が
十
分
に
債
務
の
弁
済

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
な
ど
の
承
継
さ
れ
な
い
債
権
者
（
残
存
債
権
者
）
を
害
す
る
会
社
分
割
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て

い
る（（（
（

。（
イ
）
の
詐
害
的
会
社
分
割
は
、
上
記
（
ア
）
の
事
例
の
よ
う
に
設
立
会
社
Ｂ
社
が
債
務
の
履
行
の
見
込
み
の
な
い
会
社
と
な
る

も
の
で
は
な
く
、
債
務
超
過
状
態
に
あ
る
Ａ
社
が
分
割
会
社
と
な
る
場
合
で
あ
っ
て
、
し
か
も
一
応
は
法
定
の
債
権
者
異
議
手
続
を
履
践

し
て
い
る
が
、
分
割
会
社
の
残
存
債
権
者
を
害
す
る
よ
う
な
会
社
分
割
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
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組
織
再
編
に
お
け
る
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
（
受
川
）

従
来
、
詐
害
的
会
社
分
割
の
事
案
に
お
い
て
、
分
割
会
社
の
残
存
債
権
者
の
保
護
を
図
る
た
め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
民
法
上
の
詐

害
行
為
取
消
権
の
行
使
（
民
法
四
二
四
条
）
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が（（（
（

、
今
後
は
、
平
成
二
六
年
改
正
会
社
法
（
平
成
二
六
年
法
律
第
九
〇
号
）

に
よ
り
創
設
さ
れ
た
履
行
請
求
権
の
行
使
に
よ
る
救
済
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
残
存
債
権
者
に
よ
る
履
行
請
求
権
の
行
使
要
件
は
、
①

残
存
債
権
者
の
分
割
会
社
に
対
す
る
債
権
が
存
在
す
る
こ
と
、
②
分
割
会
社
が
残
存
債
権
者
を
害
す
る
こ
と
を
知
っ
て
会
社
分
割
を
し

た
こ
と
で
あ
る
（
会
社
法
七
五
九
条
四
項
本
文
・
七
六
四
条
四
項
）。
ま
た
、
③
吸
収
分
割
の
場
合
に
は
、
承
継
会
社
が
残
存
債
権
者
を
害
す

べ
き
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
（
承
継
会
社
の
善
意
）
が
、
承
継
会
社
に
立
証
責
任
あ
る
免
責
要
件
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る（（（
（

（
会
社
法

七
五
九
条
四
項
但
書
）。
な
お
、詐
害
性
の
認
識
の
有
無
は
、分
割
会
社
の
代
表
取
締
役
の
認
識
を
基
準
と
し
て
判
断
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

平
成
二
六
年
改
正
会
社
法
の
立
案
担
当
者
に
よ
れ
ば
、
上
記
②
の
「
債
権
者
を
害
す
る
」
と
い
う
要
件
は
、
民
法
上
の
詐
害
行
為
取
消

権
と
同
様
で
あ
り
、
典
型
的
に
は
、
分
割
会
社
が
会
社
分
割
に
よ
り
債
務
超
過
と
な
る
場
合
が
「
債
権
者
を
害
す
る
」
と
い
う
要
件
に
該

当
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
よ
り
詳
細
を
期
せ
ば
、
詐
害
行
為
取
消
権
に
お
け
る
詐
害
性
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
判
例
は
、
客

観
的
要
素
と
し
て
債
権
者
の
一
般
財
産
が
減
少
し
債
権
の
完
全
な
弁
済
が
不
可
能
に
な
る
こ
と
（
客
観
的
詐
害
性
）
と
、
主
観
的
要
素
と
し

て
債
務
者
の
債
権
者
を
害
す
る
こ
と
の
認
識
（
詐
害
意
思
）
そ
の
ほ
か
行
為
の
目
的
・
動
機
の
正
当
性
等
と
を
総
合
的
・
相
関
的
に
判
断

す
る
と
い
う
相
関
関
係
説
を
採
用
し
て
い
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

と
こ
ろ
で
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
の
要
件
で
あ
る
任
務
懈
怠
と
は
、
会
社
に
対
す
る
善
管
注
意
義
務
違
反
で
あ
っ
て
、
会
社
債
権
者

に
対
す
る
義
務
違
反
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
理
解
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う（（（
（

。
し
か
し
、
分
割
会
社
の
取
締
役
は
、
取
引
先
と

の
契
約
に
従
っ
て
会
社
債
務
を
適
時
に
履
行
す
る
こ
と
で
取
引
先
と
の
良
好
な
関
係
を
維
持
し
、
も
っ
て
会
社
事
業
を
継
続
す
る
と
い
う

任
務
を
負
っ
て
い
る
と
理
解
す
れ
ば
、
約
定
通
り
に
会
社
債
務
を
履
行
す
る
こ
と
も
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
の
一
環
で
あ
る
と
捉
え
る
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こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か（（（
（

。
そ
う
す
る
と
、
会
社
分
割
に
お
い
て
、
履
行
請
求
権
に
お
け
る
詐
害
性
の
要
件
お
よ
び
詐
害
性
に
係
る

代
表
取
締
役
の
認
識
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
れ
は
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
の
任
務
懈
怠
お
よ
び
代
表
取
締
役
の
悪
意
の
要
件
を
も

同
時
に
充
足
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
理
論
上
は
、
分
割
会
社
の
残
存
債
権
者
は
、（
ａ
）
承
継
会
社
等
に
対
し
て
、「
承

継
し
た
財
産
の
価
額
を
限
度
と
し
て
」
債
務
の
履
行
を
請
求
で
き
る
と
と
も
に
、（
ｂ
）
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
き
、
分
割
会
社

の
取
締
役
に
対
し
て
、
回
収
不
能
と
な
っ
た
債
権
額
全
額
に
相
当
す
る
金
額
の
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
詐
害
的
会
社
分
割
の
事
案
に
関
し
て
、
取
締
役
の
対
第
三
者
責
任
が
追
及
さ
れ
た
裁
判
例
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
会
社
分
割
に
よ
り
優
良
資
産
等
を
承
継
し
た
承
継
会
社
等
に
対
し
て
請
求
す
る
ほ
う
が
、
資
力
の
乏
し
い
取
締
役

個
人
に
対
す
る
請
求
よ
り
も
、
債
権
回
収
を
す
る
上
で
実
効
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
取
締
役
の
個
人
責
任
を
問

う
と
き
は
、
理
論
上
は
、「
承
継
し
た
財
産
の
価
額
を
限
度
と
し
て
」
と
す
る
制
限
は
課
さ
れ
て
い
な
い
が
、
事
実
上
、
個
人
財
産
の
限

界
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

3　

株
式
会
社
の
不
法
行
為
責
任
（
会
社
法
三
五
〇
条
）

⑴　

株
主
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任

上
記
2
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
取
締
役
が
不
公
正
な
組
織
再
編
条
件
を
決
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
再
編
当
事
会
社
の
株
主
が
直

接
損
害
を
被
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
株
主
は
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
き
、
取
締
役
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
株
主
は
、
さ
ら
に
会
社
法
三
五
〇
条
に
基
づ
き
、
株
式
会
社
に
対
し
て
も
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
を
検
討
す
る
。
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組
織
再
編
に
お
け
る
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
（
受
川
）

例
え
ば
、
Ｙ
株
式
会
社
の
株
主
Ｘ
が
、
会
社
法
三
五
〇
条
に
基
づ
き
、
Ｙ
会
社
自
身
の
責
任
を
追
及
す
る
た
め
に
は
、
①
Ａ
が
Ｙ
会
社

の
代
表
取
締
役
そ
の
他
の
代
表
者
で
あ
る
こ
と
、
②
Ｘ
の
権
利
（
保
護
法
益
）
の
存
在
、
③
Ａ
が
Ｘ
の
権
利
に
対
し
加
害
行
為
を
し
た
こ

と
、
④
加
害
行
為
に
つ
い
て
Ａ
に
故
意
ま
た
は
過
失
が
あ
る
こ
と
、
⑤
Ａ
が
Ｙ
会
社
の
職
務
を
行
う
に
つ
い
て
さ
れ
た
こ
と
、
⑥
Ｘ
の
損

害
発
生
お
よ
び
そ
の
数
額
、
⑦
Ａ
の
加
害
行
為
と
損
害
発
生
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
を
主
張
・
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（（
（

。

会
社
法
四
二
九
条
一
項
の
要
件
と
対
比
す
る
と
、
会
社
法
三
五
〇
条
の
要
件
と
し
て
、
会
社
に
対
す
る
任
務
懈
怠
で
は
な
く
、
③
第
三
者

の
権
利
に
対
す
る
加
害
行
為
が
要
求
さ
れ
て
い
る
点
で
、
請
求
者
で
あ
る
株
主
の
立
証
負
担
が
重
い
と
い
え
よ
う
（
た
だ
し
、
加
害
行
為
に

つ
い
て
代
表
者
の
重
過
失
で
な
く
軽
過
失
で
も
足
り
る
）。
と
は
い
え
、
上
記
の
要
件
す
べ
て
を
主
張
・
立
証
で
き
れ
ば
、
理
論
上
は
、
株
主
と

し
て
は
、
会
社
法
三
五
〇
条
に
基
づ
き
、
組
織
再
編
当
事
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
弥
永
真
生
教
授
は
、
会
社
法
三
五
〇
条
に
基
づ
く
株
主
の
株
式
会
社
の
株
主
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
否
定
さ
れ

る
（
（（
（

。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
株
主
が
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
会
社
法
四
二
九
条
の
損
害
賠
償
請
求
の
対
象
と
な
り
得
る
こ
と
に
異
論

は
な
い
か
ら
、
株
主
の
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
な
く
と
も
、
株
主
に
と
っ
て
必
ず
し
も
酷
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
、

会
社
法
四
二
九
条
が
法
定
さ
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
、
会
社
が
損
害
賠
償
の
資
力
を
有
し
な
い
場
合
な
ど
、
会
社
に
対
し
て
損
害
賠
償

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
取
締
役
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
、
株
主
が
三
五
〇
条
に
よ
っ
て
は

会
社
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
な
い
場
合
に
、
会
社
法
は
対
応
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
一
方
の
組
織
再
編
当
事
会
社
の
株
主
が
不
公
正
な
組
織
再
編
条
件
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
が

株
主
数
の
多
い
会
社
（
特
に
上
場
会
社
）
で
あ
る
と
き
は
、
損
害
額
も
巨
額
に
の
ぼ
り
、
当
該
会
社
の
取
締
役
の
資
力
で
は
到
底
対
応
で
き
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な
い
。
株
主
の
救
済
を
重
視
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
株
主
が
採
り
得
る
救
済
手
段
の
選
択
肢
を
で
き
る
限
り
増
や
す
こ
と
が
望
ま
し

い
。
し
た
が
っ
て
、
株
主
は
、
三
五
〇
条
の
要
件
を
充
足
す
る
限
り
は
、
株
式
会
社
自
身
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
で
き
る
と
解
す
べ
き

で
あ
る
。

⑵　

会
社
債
権
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任

詐
害
的
会
社
分
割
が
行
わ
れ
、
分
割
会
社
の
残
存
債
権
者
が
自
己
の
債
権
を
回
収
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
も
、
残
存
債
権
者
は
、
承

継
し
た
財
産
の
価
額
を
限
度
と
し
て
、
承
継
会
社
等
に
対
し
て
履
行
請
求
で
き
る
の
み
な
ら
ず
、
会
社
法
三
五
〇
条
に
基
づ
き
、
分
割
会

社
に
対
し
て
も
損
害
賠
償
請
求
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
理
論
上
は
、
残
存
債
権
者
は
、
会
社
法
三
五
〇
条
に
基
づ
き
、
分
割
会
社
自
身
に
対

し
て
、
回
収
不
能
額
に
相
当
す
る
金
額
の
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
分
割
会
社
が
債
務
超
過
状
態
に
陥
っ

て
い
る
よ
う
な
詐
害
的
会
社
分
割
の
ケ
ー
ス
で
は
、
そ
も
そ
も
分
割
会
社
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
実
益
が
な
い
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。

四　

ド
イ
ツ
法

1　

立
法
趣
旨

ド
イ
ツ
組
織
再
編
法
（U

m
w

andlungsgesetz

（U
m

w
G

）vom
 28. 10. 1994, BGBl. IS. 32 10

）
は
、
合
併
（V

erschm
elzung

）、
分
割

（Spaltung

）、
財
産
移
転
（V

erm
ögensübertragung

）、
な
ら
び
に
法
形
態
の
変
更
（Form

w
echsel

）
の
四
つ
の
組
織
再
編
の
方
法
に
つ
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組
織
再
編
に
お
け
る
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
（
受
川
）

い
て
、「
組
織
再
編
（U

m
w

andlung

）」
と
い
う
名
称
の
下
で
一
括
し
て
規
定
す
る
法
律
で
あ
る（（（
（

。
同
法
二
五
条
は
、
合
併
に
つ
い
て
、

財
産
移
転
会
社
（übertragende Gesellschaft

）、
そ
の
株
主
お
よ
び
債
権
者
の
利
益
の
た
め
に
、
財
産
移
転
会
社
の
機
関
の
構
成
員
の
損

害
賠
償
義
務
を
規
定
し
て
い
る（（（
（

。
す
な
わ
ち
株
式
会
社
の
合
併
に
お
い
て
、
財
産
移
転
会
社
（
消
滅
会
社
）
の
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
は
、

財
産
移
転
会
社
、
そ
の
株
主
ま
た
は
債
権
者
が
合
併
に
よ
っ
て
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
連
帯
債
務
者
と
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
。
た

だ
し
、
財
産
移
転
会
社
の
財
産
状
態
の
検
査
お
よ
び
合
併
契
約
の
締
結
に
際
し
て
注
意
義
務
を
尽
く
し
た
役
員
は
賠
償
義
務
を
負
わ
な
い

（
組
織
再
編
法
─
以
下
で
は
条
文
の
み
引
用
す
る
─
二
五
条
一
項
）。
合
併
に
関
す
る
二
五
条
は
、
分
割
、
財
産
移
転
お
よ
び
法
形
態
の
変
更
に

お
い
て
も
準
用
さ
れ
て
い
る
（
分
割
に
つ
い
て
一
二
五
条
、
財
産
移
転
に
つ
い
て
一
七
六
条
一
項
、
法
形
態
の
変
更
に
つ
い
て
二
〇
四
条
・
二
〇
五
条

一
項
・
二
〇
六
条
）。

と
こ
ろ
で
、
株
式
会
社
に
関
す
る
基
本
法
で
あ
る
一
九
六
五
年
株
式
法
は
、
株
主
に
よ
る
取
締
役
の
行
為
の
差
止
請
求
権
を
規
定
し
て

い
な
い（（（
（

。
他
方
、
株
式
法
は
、
取
締
役
・
監
査
役
の
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
（
株
式
法
九
三
条
・
一
一
六
条
）
お
よ
び
株
主
代
表
訴

訟
（
（（
（

（
株
式
法
一
四
八
条
）
を
法
定
し
て
い
る
が
、
取
締
役
・
監
査
役
の
第
三
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
の
規
定
（
日
本
会
社
法
四
二
九
条
一

項
に
相
当
す
る
規
定
）
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
会
社
債
権
者
は
、
株
式
法
九
三
条
五
項
一
文
に
よ
り
、
会
社
の
取
締
役
に
対
す
る
請
求
権

を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
満
足
を
得
る
の
が
原
則
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
会
社
債
権
者
は
、
会
社
か
ら
弁
済
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
り
、
か
つ
、
取
締
役
が
通
常
の
か
つ
誠
実
な
事
業
指
揮
者
の
注
意
を
著
し
く
怠
っ
た
場
合
に
、
自
己
の

名
に
お
い
て
か
つ
自
己
の
利
益
に
お
い
て
（
自
己
に
給
付
す
る
よ
う
に
）
会
社
の
請
求
権
を
行
使
で
き
る
に
す
ぎ
な
い（（（
（

。
以
上
の
よ
う
に
、

株
式
法
が
会
社
債
権
者
の
直
接
的
な
救
済
規
定
を
設
け
て
い
な
い
法
制
度
の
下
で
、
二
五
条
に
よ
る
損
害
の
賠
償
請
求
権
は
、
組
織
再
編

に
お
け
る
会
社
保
護
（
会
社
法
四
二
三
条
一
項
）
と
第
三
者
（
会
社
債
権
者
及
び
株
主
）
保
護
（
会
社
法
四
二
九
条
一
項
）
の
機
能
を
有
す
る
も
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の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、
財
産
承
継
会
社
（übernehm

ende Gesellschaft

）
の
役
員
の
損
害
賠
償
義
務
を
基
礎
づ
け
る
規
定
は
な
い
た
め
、
財
産
承
継
会

社
の
債
権
者
等
は
、
株
式
法
九
三
条
（
取
締
役
の
注
意
義
務
及
び
責
任
）
お
よ
び
一
一
六
条
（
監
査
役
の
注
意
義
務
及
び
責
任
）、
民
法
八
二
三

条
（
一
般
不
法
行
為
責
任
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
下
で
は
、
株
式
会
社
の
合
併
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

2　

責
任
発
生
原
因

取
締
役
・
監
査
役
（
以
下
「
役
員
」
と
い
う
。）
の
賠
償
義
務
が
生
ず
る
の
は
、
財
産
移
転
会
社
の
財
産
状
態
の
検
査
お
よ
び
合
併
契
約

の
締
結
に
際
し
て
注
意
義
務
違
反
が
あ
っ
た
場
合
だ
け
で
あ
る
。
注
意
義
務
違
反
の
有
無
の
立
証
責
任
は
、
役
員
が
こ
れ
を
負
う（（（
（

。
合
併

当
事
会
社
の
財
産
状
態
の
検
査
に
際
し
て
、
役
員
は
、
関
連
す
る
諸
事
項
を
慎
重
に
調
査
し
検
査
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
役
員
が
個

人
的
な
利
害
関
係
を
も
た
な
い
限
り
、
自
己
責
任
に
基
づ
き
評
価
し
判
断
す
る
広
範
な
裁
量
の
余
地
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
合
併

契
約
の
締
結
に
際
し
て
、
役
員
は
、
合
併
の
法
定
要
件
を
正
確
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
遵
守
さ
れ
る
べ
き
形
式
的
規
定
お
よ

び
株
主
の
同
意
の
た
め
の
要
件
、
な
ら
び
に
法
令
を
遵
守
し
た
株
主
に
対
す
る
報
告
・
情
報
提
供
に
も
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
そ
の

他
の
点
に
つ
い
て
は
、
役
員
は
、
広
範
な
裁
量
に
よ
っ
て
評
価
し
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る（（（
（

。

役
員
の
責
任
は
、
客
観
的
な
義
務
違
反
の
ほ
か
に
、
個
別
の
有
責
（V

erschulden

）
を
要
件
と
す
る
。
有
責
性
が
な
い
こ
と
の
立
証
責

任
は
役
員
が
こ
れ
を
負
う
。
役
員
が
賠
償
義
務
を
負
う
た
め
に
は
、
各
役
員
の
過
失
（Fahrlässigkeit

）
が
認
め
ら
れ
れ
ば
足
り
る
。
同

様
の
こ
と
は
、
債
権
者
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
請
求
権
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る（（（
（

。
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3　

賠
償
請
求
権
者

損
害
の
賠
償
請
求
権
者
は
、「
財
産
移
転
会
社
」、
そ
の
株
主
お
よ
び
債
権
者
で
あ
る
。「
財
産
承
継
会
社
」
な
ら
び
に
そ
の
株
主
お
よ

び
債
権
者
の
損
害
は
、
二
五
条
に
よ
っ
て
は
保
護
さ
れ
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
の
者
の
保
護
は
、
一
般
規
定
に
甘
ん
じ
る
こ
と
と
な
る（（（
（

。

財
産
移
転
会
社
の
請
求
権
が
生
ず
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
株
式
交
換
比
率
を
定
め
る
前
に
、
財
産
移
転
会
社
の
企
業
価
値
が
役
員
の
注

意
義
務
違
反
に
よ
っ
て
減
じ
ら
れ
る
場
合
（
例
え
ば
風
評
被
害
や
営
業
上
の
秘
密
の
開
示
な
ど
に
よ
る
。）
に
の
み
、
財
産
移
転
会
社
の
損
害
賠

償
請
求
権
が
生
ず
る（（（
（

。

損
害
賠
償
請
求
権
が
財
産
移
転
会
社
に
帰
属
す
る
限
り
、
株
主
は
、
自
己
の
有
す
る
株
式
価
値
の
減
少
か
ら
生
ず
る
損
害
の
補
償
を
求

め
る
請
求
権
を
持
た
な
い
。
そ
の
よ
う
に
解
さ
な
い
と
、
役
員
は
二
重
の
請
求
（
財
産
移
転
会
社
の
請
求
お
よ
び
株
主
の
請
求
）
の
リ
ス
ク
に

脅
か
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
株
主
に
と
っ
て
第
一
次
的
な
損
害
は
、
役
員
が
合
併
当
事
会
社
の
財
産
状
況
に
つ
き
十
分
に
注
意
義
務
を
尽

く
さ
な
い
で
検
査
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、株
主
に
不
利
な
株
式
交
換
比
率
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
生
ず
る
。
こ
の
場
合
に
は
、株
主
は
、「
裁

判
手
続
法（（（
（

（Spruchverfahrengesetz

）」
に
よ
っ
て
も
、
財
産
承
継
会
社
に
対
し
て
金
銭
補
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る（（（
（

。

財
産
移
転
会
社
の
債
権
者
に
と
っ
て
は
、
合
併
当
事
会
社
の
財
産
の
評
価
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
た
株
式
交
換
比
率
は
、
合

併
の
実
施
後
に
す
べ
て
の
債
権
者
の
引
当
て
と
な
る
財
産
承
継
会
社
の
財
産
に
影
響
を
与
え
な
い
た
め
何
ら
意
味
を
持
た
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
た
と
え
役
員
が
合
併
当
事
会
社
の
財
産
の
状
況
を
検
査
す
る
際
に
注
意
義
務
に
違
反
し
て
も
、
債
権
者
の
請
求
権
は
生
じ
な
い

が
、
他
方
、
役
員
が
財
産
移
転
会
社
に
与
え
た
損
害
に
よ
っ
て
債
権
者
の
地
位
が
悪
化
す
る
場
合
に
は
、
債
権
者
に
固
有
の
請
求
権
が
帰

属
す
る（（（
（

。
そ
の
よ
う
な
債
権
者
の
請
求
権
が
生
ず
る
の
は
、
特
に
次
の
場
合
で
あ
る
。
新
債
務
者
た
る
財
産
承
継
会
社
の
財
産
状
態
が
、
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旧
債
務
者
た
る
財
産
移
転
会
社
の
財
産
状
態
よ
り
も
劣
化
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
う
し
た
債
権
者
の
リ
ス
ク
の
増
大
は
、
第
一
次
的

に
は
、
合
併
当
事
会
社
の
担
保
提
供
義
務
（
二
二
条
）
に
よ
っ
て
緩
和
さ
れ
る
。
し
か
し
、
財
産
承
継
会
社
の
財
産
が
担
保
提
供
義
務
を

履
行
す
る
上
で
十
分
で
な
い
た
め
に
、
二
二
条
に
よ
る
保
護
が
与
え
ら
れ
な
い
限
り
に
お
い
て
、
債
権
者
は
、
財
産
移
転
会
社
の
役
員
に

対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る（（（
（

。

4　

賠
償
さ
れ
る
べ
き
損
害　

賠
償
さ
れ
る
べ
き
損
害
は
、
合
併
に
よ
っ
て
生
ず
る
あ
ら
ゆ
る
否
定
的
な
結
果
を
含
む
も
の
で
は
な
く
、
役
員
の
義
務
違
反
に
基
づ
く

損
害
の
み
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
損
害
賠
償
請
求
は
、
合
併
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
損
害
賠
償
請
求
は
金
銭
的
な
補

償
の
み
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
合
併
契
約
の
解
除
に
よ
る
現
状
回
復
は
排
斥
さ
れ
る（（（
（

。

5　

特
別
代
理
人
に
よ
る
権
利
行
使

⑴　

概
要
と
趣
旨

財
産
移
転
会
社
の
役
員
は
、
そ
の
有
責
性
の
有
無
に
つ
き
相
互
に
異
な
る
判
断
が
示
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
多
く
の
訴
訟
の
対
象
と
さ

れ
る
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
法
規
制
が
存
在
し
な
い
と
、
自
ら
の
債
権
の
弁
済
を
求
め
る
権
利
者
間
の
競
争
を
引

き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る（（（
（

。
そ
こ
で
、
財
産
移
転
会
社
の
役
員
に
対
す
る
請
求
権
は
、
特
別
代
理
人
の
み
が
こ
れ
を
主
張
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
二
六
条
一
項
一
文
）。
財
産
移
転
会
社
、
株
主
お
よ
び
債
権
者
は
、
そ
の
請
求
権
の
裁
判
上
の
主
張
を
認
め
ら

れ
て
お
ら
ず
、
彼
ら
が
訴
え
を
提
起
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
裁
判
上
の
主
張
は
許
容
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
棄
却
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
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彼
ら
は
、
特
別
代
理
人
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
訴
訟
手
続
に
補
助
参
加
人
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る（（（
（

。

⑵　

特
別
代
理
人
の
選
任

財
産
移
転
会
社
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
裁
判
所
は
、
財
産
移
転
会
社
の
株
主
ま
た
は
債
権
者
の
申
立
て
に
基
づ
き
、
特
別
代
理
人
を
選

任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
六
条
一
項
二
文
）。
債
権
者
は
、
財
産
承
継
会
社
に
対
し
弁
済
を
請
求
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
二
二
条
に
よ

り
提
供
さ
れ
た
担
保
に
基
づ
き
弁
済
を
請
求
で
き
な
い
場
合
に
の
み
、
こ
れ
を
申
し
立
て
る
権
限
を
有
す
る（（（
（

（
二
六
条
一
項
三
文
）。

管
轄
裁
判
所
は
、
申
立
権
限
の
ほ
か
に
、
選
任
の
た
め
の
実
質
的
な
必
要
性
が
存
す
る
か
ど
う
か
を
検
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
に
加
え
て
、
申
立
者
は
、
二
五
条
一
項
ま
た
は
二
項
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
真
実
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
別
代
理
人

の
選
定
は
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
る
。
申
立
者
は
、
特
別
代
理
人
の
選
定
に
つ
い
て
拘
束
力
の
な
い
提
案
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
的

会
社
ま
た
は
資
本
会
社
（
共
同
経
営
法
律
事
務
所
、
税
理
士
法
人
、
経
営
監
査
会
社
）
を
選
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
管
轄
裁
判
所
の
決
定
は
、

抗
告
（
不
服
申
立
て
）
に
よ
っ
て
取
り
消
す
（
争
う
）
こ
と
が
で
き
る
（
二
六
条
一
項
四
文
）。
抗
告
期
間
は
一
か
月
で
あ
り
、
再
抗
告
は
認

め
ら
れ
な
い（（（
（

。

⑶　

特
別
代
理
人
に
よ
る
取
立
て
お
よ
び
財
産
分
配

特
別
代
理
人
は
、
そ
の
選
任
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
請
求
権
を
行
使
し
、
取
り
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
に
は
、
特
別
代
理

人
に
は
広
範
な
裁
量
の
余
地
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
特
別
代
理
人
は
、
訴
え
を
提
起
す
る
か
、
法
的
手
段
を
発
動
す
る
か
、
お
よ
び
／
ま

た
は
和
解
を
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
裁
量
に
よ
り
決
定
す
る（（（
（

。
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特
別
代
理
人
は
、
債
権
者
が
財
産
承
継
会
社
か
ら
弁
済
を
受
け
て
い
な
い
か
、
ま
た
は
担
保
の
提
供
を
受
け
て
い
な
い
限
り
に
お
い
て
、

財
産
移
転
会
社
の
請
求
権
の
行
使
か
ら
得
ら
れ
た
額
を
、
財
産
移
転
会
社
の
債
権
者
に
対
す
る
弁
済
の
た
め
に
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
二
六
条
三
項
一
文
）。
財
産
の
分
配
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
の
清
算
の
場
合
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
分
配
に
関
す
る
規
定
（
株
式
法

二
七
一
条
・
二
七
二
条
）
を
準
用
す
る
（
二
六
条
三
項
二
文
）。
自
己
の
債
権
を
期
間
内
に
申
し
立
て
た
者
だ
け
が
、
こ
の
分
配
手
続
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
六
条
三
項
三
文
）。

特
別
代
理
人
が
債
権
者
の
請
求
を
主
張
し
た
場
合
に
お
い
て
、
特
別
代
理
人
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
費
用
お
よ
び
報
酬
を
控
除
し
た
後
に

得
ら
れ
た
額
は
、
第
一
に
、
債
権
者
に
対
し
て
弁
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
複
数
の
債
権
者
が
権
限
を
有
し
、
財
産
が
請
求
権
の
総
額

を
補
償
で
き
な
い
と
き
は
、
各
債
権
者
の
請
求
額
に
応
じ
て
比
例
配
分
し
て
弁
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（（
（

。

6　

小
括
─
日
本
法
と
の
比
較
検
討

⑴　

損
害
賠
償
責
任
の
成
立
要
件
・
立
証
責
任

前
述
し
た
よ
う
に
、
Ｘ
が
、
日
本
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
き
、
Ａ
社
の
取
締
役
Ｙ
に
対
し
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
た
め
に
は
、

Ｙ
が
Ａ
社
の
取
締
役
で
あ
る
こ
と
、
Ｙ
が
そ
の
職
務
執
行
に
関
し
任
務
懈
怠
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
、
Ｙ
の
任
務
懈
怠
に
係
る
悪
意
ま
た
は

重
過
失
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
第
三
者
で
あ
る
Ｘ
に
損
害
が
発
生
し
た
こ
と
お
よ
び
そ
の
数
額
、
Ｙ
の
任
務
懈
怠
行
為
と
損
害
発
生
と
の

間
に
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
主
張
・
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
財
産
移
転
会
社
の
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
当
該
会
社
の
財
産

状
態
の
検
査
お
よ
び
合
併
契
約
の
締
結
に
際
し
て
の
取
締
役
等
の
注
意
義
務
違
反
、
注
意
義
務
違
反
に
つ
い
て
の
過
失
、
当
該
会
社
の
株
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主
・
債
権
者
の
損
害
発
生
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
制
度
は
、
日
本
の
会
社
法
と
は
異
な
り
、
取

締
役
の
任
務
懈
怠
が
当
該
会
社
の
財
産
状
態
の
検
査
お
よ
び
合
併
契
約
の
締
結
に
際
し
て
の
取
締
役
等
の
注
意
義
務
違
反
に
限
定
さ
れ
て

い
る
反
面
、
注
意
義
務
違
反
に
つ
い
て
は
軽
過
失
で
足
り
る
点
、
注
意
義
務
違
反
お
よ
び
過
失
の
有
無
の
立
証
責
任
は
取
締
役
等
が
こ
れ

を
負
う
点
に
お
い
て
、
請
求
者
で
あ
る
株
主
・
債
権
者
の
救
済
手
段
と
し
て
は
有
利
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

中
村
建
教
授
は
、
旧
商
法
二
六
六
条
ノ
三
第
一
項
に
関
し
て
、
株
主
に
お
い
て
、
取
締
役
が
不
公
正
な
組
織
再
編
条
件
の
決
定
に
つ

き
、
悪
意
ま
た
は
重
過
失
を
主
張
・
立
証
す
る
こ
と
は
事
実
上
困
難
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
上
、
わ
が
国
の
立
法
論
と
し
て
、
株
式
法
旧

三
四
九
条
（
組
織
再
編
法
二
五
条
の
前
身
規
定
）
を
引
用
し
つ
つ
、
合
併
の
場
合
に
は
、
取
締
役
の
株
主
に
対
す
る
直
接
的
責
任
を
強
化
し
、

軽
過
失
に
よ
る
注
意
義
務
違
反
に
つ
い
て
も
そ
の
責
任
を
認
め
る
方
向
で
の
改
正
が
望
ま
し
い
と
す
る
見
解
を
主
張
さ
れ
て
い
た（（（
（

。
こ
の

見
解
は
、組
織
再
編
の
場
面
で
の
み
会
社
法
四
二
九
条
一
項
の
役
員
等
の
主
観
的
要
件
を
軽
減
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

会
社
債
権
者
等
の
第
三
者
保
護
の
一
般
規
定
で
あ
る
同
条
に
つ
い
て
、
組
織
再
編
に
お
い
て
の
み
要
件
を
軽
減
す
べ
き
と
す
る
必
然
性
は

見
出
し
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
株
主
や
会
社
債
権
者
と
し
て
は
、
そ
も
そ
も
不
公
正
な
組
織
再
編
条
件
を
決
定
し
た
こ
と
に
つ

い
て
取
締
役
の
任
務
懈
怠
が
存
在
す
る
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵　

権
利
行
使
方
法

日
本
の
会
社
法
に
お
い
て
は
、
①
株
主
は
、
不
公
正
な
組
織
再
編
条
件
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
、
取
締
役
に
対
し
て
個
別
に
損
害
賠
償

請
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
②
詐
害
的
会
社
分
割
が
行
わ
れ
た
場
合
に
も
、
残
存
債
権
者
は
、
分
割
会
社
の
取
締
役
に
対
し
て
個
別

に
損
害
賠
償
請
求
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
①
お
よ
び
②
の
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
取
締
役
の
資
力
に
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
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ち
早
く
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
て
勝
訴
判
決
を
得
た
株
主
・
債
権
者
が
救
済
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
い
わ
ば
早
い
者
勝
ち
）。
ま
た
、

①
の
場
合
に
は
、
上
場
会
社
の
組
織
再
編
に
お
け
る
よ
う
に
、
多
数
の
株
主
が
少
額
の
損
害
を
被
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
個
々
の
零
細

な
株
主
が
個
別
に
訴
訟
を
提
起
す
る
と
、
訴
訟
費
用
の
負
担
が
重
く
費
用
倒
れ
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
個
々
の
株
主
の
救
済
が
現
実
に
は

図
ら
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
法
は
、
自
ら
の
債
権
の
弁
済
を
求
め
る
権
利
者
間
の
競
争
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
特
別
代
理
人
の
制
度

が
法
定
さ
れ
て
い
る
。
株
主
・
債
権
者
は
、
個
別
に
そ
の
賠
償
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
株
主
等
の
申
立
て
に
基
づ
き

裁
判
所
が
選
任
し
た
特
別
代
理
人
が
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
前
よ
り
、
今
井
宏
教
授
は
、
旧
商
法
二
六
六
条
ノ
三
の
規
定

で
は
、
個
々
の
株
主
が
個
別
的
に
救
済
を
求
め
得
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
の
難
点
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
裁
判
所
の
選
任
す
る
特
別

代
理
人
が
す
べ
て
の
権
利
者
を
代
理
し
て
の
み
行
使
す
る
よ
う
な
制
度
（
少
数
株
主
全
員
の
た
め
の
一
種
の
代
位
訴
訟
。
株
式
法
旧
三
五
〇
条
）

を
採
用
す
る
こ
と
を
提
言
さ
れ
て
い
た（（（
（

。
こ
の
立
法
提
言
は
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。
た
だ
、
わ
が
国
の
会
社
法
上
は
、
特
別
代
理
人
の

制
度
に
相
当
す
る
法
制
度
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
当
該
制
度
の
立
法
化
に
あ
た
っ
て
は
、
組
織
再
編
の
場
面
の
み
な
ら
ず
、
会
社
法

制
全
般
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

五　

結　
　
　

語

本
稿
で
は
、
不
公
正
な
い
し
は
違
法
な
組
織
再
編
（
合
併
、
会
社
分
割
、
株
式
交
換
お
よ
び
株
式
移
転
に
限
る
。）
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い

て
、
組
織
再
編
当
事
会
社
の
株
主
ま
た
は
会
社
債
権
者
が
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
を
追
及
で
き
る
か
を
検
討
し
た
。
ま
ず
、
⑴
株
主
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組
織
再
編
に
お
け
る
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
（
受
川
）

が
、
株
主
代
表
訴
訟
に
よ
っ
て
取
締
役
等
の
組
織
再
編
当
事
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
追
及
で
き
る
か
（
会
社
法
四
二
三
条
一
項
・

八
四
七
条
）（
上
記
二
）、
次
に
、
⑵
①
株
主
が
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
き
取
締
役
等
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
で
き
る
か
（
上
記

三
1
）、
②
会
社
債
権
者
が
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
き
取
締
役
等
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
で
き
る
か
（
上
記
三
2
）
を
検
討
し
た
。

⑴
に
つ
い
て
は
、
組
織
再
編
当
事
会
社
の
取
締
役
が
著
し
く
不
公
正
な
組
織
再
編
条
件
を
決
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
組
織
再
編
対
価

が
存
続
会
社
等
の
株
式
に
限
定
さ
れ
る
限
り
、
会
社
自
体
に
は
損
害
が
生
じ
な
い
か
ら
、
株
主
代
表
訴
訟
に
よ
る
当
該
取
締
役
の
会
社
に

対
す
る
責
任
追
及
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
判
例
お
よ
び
通
説
の
見
解
が
支
持
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
組
織
再
編

対
価
が
存
続
会
社
等
の
株
式
で
は
な
く
金
銭
等
で
あ
る
場
合
、
な
ら
び
に
会
社
分
割
（
吸
収
分
割
）
の
場
合
に
は
、
当
事
会
社
に
損
害
が

生
じ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
、
代
表
訴
訟
に
よ
る
取
締
役
の
責
任
追
及
を
肯
定
す
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
⑵
①
に
つ
い
て
は
、
合
併
、
株
式
交
換
お
よ
び
株
式
移
転
に
お
い
て
不
公
正
な
組
織
再
編
条
件
が
決
定
さ
れ
、
当
事
会
社
の
株

主
が
損
害
を
被
っ
た
と
き
は
、
株
主
は
、
当
該
損
害
を
直
接
損
害
と
し
て
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
き
、
取
締
役
等
に
対
し
て
損

害
賠
償
請
求
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
会
社
分
割
の
場
合
に
は
、
分
割
対
価
が
株
主
で
は
な
く
分
割
会
社
自
身
に
交
付
さ
れ

る
物
的
分
割
が
行
わ
れ
る
限
り
、
株
主
に
は
直
接
的
な
損
害
が
生
じ
る
と
は
い
え
な
い
た
め
、
株
主
は
、
同
条
項
に
基
づ
き
取
締
役
に
対

し
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

⑵
②
に
つ
い
て
は
、
債
権
者
異
議
手
続
等
の
法
令
に
違
反
す
る
組
織
再
編
が
行
わ
れ
た
結
果
、
組
織
再
編
後
の
当
事
会
社
が
債
務
を
履

行
し
得
な
く
な
り
、
組
織
再
編
前
か
ら
の
会
社
債
権
者
が
債
権
を
回
収
で
き
な
く
な
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
。
こ

れ
に
対
し
、
判
例
上
争
わ
れ
て
い
る
詐
害
的
会
社
分
割
の
事
案
に
お
い
て
は
、
理
論
上
は
、
分
割
会
社
の
残
存
債
権
者
は
、
⒜
承
継
会

社
等
に
対
し
て
、「
承
継
し
た
財
産
の
価
額
を
限
度
と
し
て
」
債
務
の
履
行
を
請
求
で
き
る
（
会
社
法
七
五
九
条
四
項
本
文
・
七
六
四
条
四
項
）
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と
と
も
に
、
⒝
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
き
、
分
割
会
社
の
取
締
役
に
対
し
て
、
回
収
不
能
と
な
っ
た
債
権
額
全
額
に
相
当
す
る
金

額
の
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

株
主
ま
た
は
会
社
債
権
者
は
、
取
締
役
等
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
ら
れ
れ
ば
、
組
織
再
編
の
差
止
仮
処
分
申
立
て
や
組
織
再

編
の
無
効
の
訴
え
に
よ
る
の
と
は
異
な
り
、
組
織
再
編
自
体
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
被
っ
た
経
済
的
損
失
を
回
復
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
株
主
の
経
済
的
損
失
を
回
復
す
る
手
段
と
し
て
は
、
株
式
買
取
請
求
権
が
法
定
さ
れ
て
い
る
が
、
株
式
買
取
請
求
権
の
行
使

の
要
件
や
期
間
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
株
式
買
取
請
求
権
を
行
使
す
る
と
、
株
主
は
組
織
再
編
後
の
会
社
関
係
か
ら
の
離

脱
を
強
い
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
取
締
役
等
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
は
、
株
主
は
組
織
再
編
後
の
会
社
に
留
ま
り
つ
つ
、
損
害
賠
償

請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
と
も
、
組
織
再
編
に
お
け
る
取
締
役
等
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
は
、
株
主
・
債
権
者
の
救
済
手
段
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
問

題
点
も
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
取
締
役
等
の
個
人
財
産
に
は
制
約
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
株
主
等
が
、
取
締
役

等
に
対
し
て
個
別
に
請
求
（
訴
訟
提
起
）
す
る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ば
早
い
者
勝
ち
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
点
は
、

何
も
組
織
再
編
の
局
面
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、会
社
法
四
二
九
条
一
項
の
適
用
場
面
の
す
べ
て
に
お
い
て
生
じ
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

取
締
役
等
の
資
力
の
制
約
の
範
囲
内
で
、
請
求
者
間
の
権
利
を
調
整
す
る
制
度
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
法
上
の
特
別
代
理
人
の
制
度
が
示
唆

的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
取
締
役
が
不
公
正
な
組
織
再
編
条
件
を
決
定
し
、
株
主
が
取
締
役
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
、
組
織
再

編
条
件
の
決
定
に
つ
き
経
営
判
断
原
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、
株
主
に
お
い
て
、
組
織
再
編
条
件
の
決
定
に
係
る
取
締

役
の
任
務
懈
怠
の
存
在
、
さ
ら
に
は
任
務
懈
怠
に
対
す
る
悪
意
・
重
過
失
を
立
証
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
取
締
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組
織
再
編
に
お
け
る
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
（
受
川
）

役
が
そ
の
個
人
的
責
任
を
回
避
す
る
た
め
に
、
一
定
の
枠
内
で
公
正
な
組
織
再
編
条
件
を
確
定
す
る
よ
う
強
制
さ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
組

織
再
編
の
無
効
の
訴
え
の
提
訴
期
間
経
過
後
に
不
公
正
な
組
織
再
編
条
件
に
よ
る
損
害
が
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
な
場
合
に
、
株
主
は
、

取
締
役
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
通
じ
て
そ
の
損
害
を
回
復
で
き
る
こ
と
に
な
る
点
に
お
い
て
、
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
度

の
予
防
的
機
能
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

（
1
）
本
稿
は
、
組
織
再
編
と
し
て
、
合
併
、
会
社
分
割
、
株
式
交
換
お
よ
び
株
式
移
転
に
限
定
し
て
検
討
す
る
。

（
2
）
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
債
務
の
消
滅
時
効
期
間
お
よ
び
取
締
役
の
第
三
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
債
務
の
消
滅
時
効
期
間
は
、
い
ず

れ
も
民
法
一
六
七
条
一
項
に
よ
り
一
〇
年
で
あ
る
。
最
判
平
成
二
〇
・
一
・
二
八
民
集
六
二
巻
一
号
一
二
八
頁
、
最
判
昭
和
四
九
・
一
二
・
一
七

民
集
二
八
巻
一
〇
号
二
〇
五
九
頁
。

（
3
）
本
稿
で
は
、「
役
員
等
」
の
損
害
賠
償
責
任
（
会
社
法
四
二
三
条
一
項
・
四
二
九
条
一
項
）
の
う
ち
、
特
に
「
取
締
役
」
の
責
任
を
中
心
に
検
討

す
る
が
、
監
査
役
設
置
会
社
に
お
け
る
「
監
査
役
」
の
責
任
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、「
取
締
役
等
」
の
損
害
賠
償
責
任
と
し
て

検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
4
）
レ
ッ
ク
ス
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
損
害
賠
償
請
求
事
件
（
東
京
地
判
平
成
二
三
・
二
・
一
八
金
判
一
三
六
三
号
四
八
頁
、
東
京
高
判
平
成
二
五
・

四
・
一
七
金
判
一
四
二
〇
号
二
〇
頁
）、
シ
ャ
ル
レ
投
資
者
損
害
賠
償
請
求
事
件
（
東
京
地
判
平
成
二
三
・
七
・
七
金
判
一
三
七
三
号
五
六
頁
、
東

京
高
判
平
成
二
三
・
一
二
・
二
一
判
タ
一
三
七
二
号
一
九
八
頁
）、
シ
ャ
ル
レ
株
主
代
表
訴
訟
事
件
（
神
戸
地
判
平
成
二
六
・
一
〇
・
一
六
金
判
一

四
五
六
号
一
五
頁
）。

（
5
）
判
批
と
し
て
、
中
東
正
文
「
判
批
」
判
タ
九
七
五
号
二
〇
四
頁
（
一
九
九
八
年
）。

（
6
）
判
批
と
し
て
、
永
井
裕
之
「
判
批
」
判
タ
一
〇
九
六
号
一
三
〇
頁
（
平
成
一
三
年
度
主
要
民
事
判
例
解
説
）（
二
〇
〇
二
年
）。

（
7
）
今
井
宏
「
親
子
会
社
の
合
併
と
少
数
株
主
の
保
護
」
上
柳
克
郎
ほ
か
編
『
企
業
法
の
研
究
（
大
隅
健
一
郎
先
生
古
稀
記
念
）』
二
一
四
─
二
一
五

頁
（
有
斐
閣
、
一
九
七
七
年
）。
同
旨
、
中
村
建
『
合
併
の
公
正
と
株
主
保
護
』
二
三
一
頁
（
千
倉
書
房
、
一
九
八
七
年
）。

（
8
）
江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
・
有
限
会
社
法
〔
第
4
版
〕』
六
九
八
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）。
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（
9
）
土
田
亮
「
合
併
比
率
の
公
正
確
保
と
株
主
代
表
訴
訟
」
遠
藤
美
光
＝
清
水
忠
之
編
『
田
村
諄
之
輔
先
生
古
稀
記
念
・
企
業
結
合
法
の
現
代
的
課

題
と
展
開
』
一
五
一
頁
以
下
（
商
事
法
務
、
二
〇
一
三
年
）

（
10
）
中
東
・
前
掲
注（
5
）二
〇
四
頁
。

（
11
）
旧
商
法
の
下
で
も
、
交
付
金
合
併
が
許
容
さ
れ
る
と
す
る
見
解
は
有
力
で
あ
っ
た
。
柴
田
和
史
「
合
併
法
理
の
再
構
成
（
六
・
完
）」
法
協
一
〇

七
巻
一
号
三
九
頁
、
五
八
頁
以
下
（
一
九
九
〇
年
）、
江
頭
憲
治
郎
『
結
合
企
業
法
の
立
法
と
解
釈
』
二
六
一
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）。

（
12
）
江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
〔
第
6
版
〕』
八
五
七
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
五
年
）
等
。

（
13
）
永
井
・
前
掲
注（
6
）一
三
一
頁
、
服
部
育
生
「
合
併
無
効
等
の
訴
え
」
法
学
研
究
（
愛
知
学
院
大
学
論
集
）
四
七
巻
三
号
五
二
頁
（
二
〇
〇
六

年
）、
正
井
章
筰
「
著
し
く
不
公
正
な
合
併
等
に
お
け
る
株
主
の
救
済
方
法
」
浜
田
道
代
＝
岩
原
紳
作
編
『
会
社
法
の
争
点
』
二
〇
二
頁
（
有
斐

閣
、
二
〇
〇
九
年
）、
早
川
勝
「
合
併
対
価
の
柔
軟
化
」
永
井
和
之
＝
中
島
弘
雅
＝
南
保
勝
美
編
『
会
社
法
学
の
省
察
』
三
九
九
頁
（
中
央
経
済

社
、
二
〇
一
二
年
）
等
。

（
14
）
中
東
・
前
掲
注（
5
）二
〇
六
頁
。

（
15
）
会
社
法
の
下
で
は
、
人
的
分
割
は
、
物
的
分
割
と
剰
余
金
の
配
当
等
を
同
時
に
行
う
も
の
と
整
理
さ
れ
て
い
る
（
会
社
法
七
五
八
条
八
号
・
七

六
三
条
一
項
一
二
号
）。
相
澤
哲
ほ
か
編
著
『
論
点
解
説　

新
・
会
社
法
』
六
七
〇
頁
（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
16
）
判
批
等
と
し
て
、
弥
永
真
生
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
四
三
七
号
二
頁
（
二
〇
一
二
年
）、
高
橋
均
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
四
五
〇
号
一
〇
四
頁
（
二
〇

一
三
年
）、
杉
田
貴
洋
「
判
批
」
法
学
研
究
（
慶
應
義
塾
大
学
）
八
五
巻
一
一
号
一
一
三
頁
（
二
〇
一
二
年
）、
石
塚
明
人
「
不
公
正
な
株
式
移
転

比
率
を
決
定
し
た
取
締
役
へ
の
会
社
法
四
二
九
条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
お
け
る
定
量
的
分
析
の
利
用
可
能
性
」
青
山
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
・

レ
ビ
ュ
ー
二
巻
二
号
五
三
頁
（
二
〇
一
三
年
）、
飯
田
秀
総
「
判
批
」
商
事
二
〇
八
〇
号
八
二
頁
（
二
〇
一
五
年
）
等
参
照
。

（
17
）
杉
田
・
前
掲
注（
16
）一
一
八
頁
。

（
18
）
中
村
・
前
掲
注（
7
）八
三
─
八
五
頁
。

（
19
）
土
田
・
前
掲
注（
9
）一
四
五
頁
、
中
東
・
前
掲
注（
5
）二
〇
七
頁
等
。

（
20
）
弥
永
真
生
「
著
し
く
不
当
な
合
併
条
件
と
差
止
め
・
損
害
賠
償
請
求
」
黒
沼
悦
郎
＝
藤
田
友
敬
編
『
江
頭
憲
治
郎
先
生
還
暦
記
念
・
企
業
法
の

理
論
（
上
）』
六
五
二
頁
以
下
（
二
〇
〇
七
年
）、
石
綿
学
「
会
社
法
と
組
織
再
編
─
交
付
金
合
併
を
中
心
に
」
法
時
九
六
九
号
六
三
頁
（
二
〇
〇

六
年
）、
服
部
・
前
掲
注（
13
）五
二
頁
、
小
川
宏
幸
「
企
業
組
織
再
編
と
少
数
株
主
保
護
」
亜
大
四
三
巻
二
号
五
頁
（
二
〇
〇
八
年
）、
正
井
・
前



七
九

組
織
再
編
に
お
け
る
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
（
受
川
）

掲
注（
13
）二
〇
三
頁
、
早
川
・
前
掲
注（
13
）三
九
九
─
四
〇
一
頁
、
神
田
秀
樹
『
会
社
法
〔
第
17
版
〕』
三
五
三
頁
（
弘
文
堂
、
二
〇
一
五
年
）

等
。

（
21
）
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
の
請
求
原
因
に
つ
い
て
、
大
江
忠
『
要
件
事
実
会
社
法
（
2
）』
七
三
二
頁
以
下
（
商
事
法

務
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
22
）
東
京
証
券
取
引
所
『
会
社
情
報
適
時
開
示
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
〔
二
〇
一
五
年
六
月
版
〕』
一
六
七
頁
以
下
（
二
〇
一
五
年
）。

（
23
）
拙
稿
「
組
織
再
編
行
為
に
関
す
る
情
報
開
示
規
制
─
会
社
法
お
よ
び
金
商
法
の
視
点
か
ら
」
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
一
〇
巻
一
〇
号
一
三
六
─
一
三
七

頁
（
二
〇
一
〇
年
）。 

（
24
）
最
二
小
決
平
成
二
四
・
二
・
二
九
民
集
六
六
巻
三
号
一
七
八
四
頁
（
テ
ク
モ
株
式
買
取
価
格
決
定
申
立
事
件
最
高
裁
決
定
）
は
、
相
互
に
特
別

の
資
本
関
係
が
な
い
会
社
間
に
お
い
て
、
一
般
に
公
正
と
認
め
ら
れ
る
手
続
に
よ
り
株
式
移
転
の
効
力
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
特
段
の
事
情
が

な
い
限
り
、
当
該
株
式
移
転
に
お
け
る
株
式
移
転
比
率
は
公
正
な
も
の
と
み
る
の
が
相
当
で
あ
る
旨
の
判
断
を
示
し
て
い
る
。 

（
25
）
中
村
・
前
掲
注（
7
）八
五
頁
、
正
井
・
前
掲
注（
13
）二
〇
三
頁
。

（
26
）
東
京
高
判
平
成
一
七
・
一
・
一
八
金
判
一
二
〇
九
号
一
〇
頁
（
雪
印
食
品
損
害
賠
償
請
求
事
件
）
は
、
上
場
会
社
が
業
績
悪
化
に
よ
り
解
散
し

た
事
案
に
関
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
取
締
役
の
過
失
に
よ
り
上
場
会
社
の
業
績
が
悪
化
し
て
株
価
が
下
落
す
る
な
ど
、
全
株
主
が
平
等
に
不
利

益
を
受
け
た
場
合
（
間
接
損
害
の
場
合
）、
株
主
が
取
締
役
の
責
任
を
追
及
す
る
た
め
に
は
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
株
主
代
表
訴
訟
を
提
起

す
る
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
直
接
民
法
七
〇
九
条
に
基
づ
き
株
主
に
対
し
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。

（
27
）
坂
本
三
郎
編
著
『
一
問
一
答
・
平
成
二
六
年
改
正
会
社
法
〔
第
2
版
〕』
三
四
四
頁
（
商
事
法
務
、
二
〇
一
五
年
）。 

（
28
）
最
二
小
判
平
成
二
四
・
一
〇
・
一
二
民
集
六
六
巻
一
〇
号
三
三
一
一
頁
は
、
分
割
会
社
の
残
存
債
権
者
が
詐
害
行
為
と
し
て
新
設
分
割
を
取
り

消
し
得
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
29
）
二
重
橋
法
律
事
務
所
編
『
Ｑ
＆
Ａ
平
成
二
六
年
改
正
会
社
法
』
二
七
八
頁
（
き
ん
ざ
い
、
二
〇
一
四
年
）。

（
30
）
坂
本
・
前
掲
注（
27
）三
四
五
頁
。

（
31
）
得
津
晶
「
会
社
分
割
等
に
お
け
る
債
権
者
の
保
護
」
商
事
二
〇
六
五
号
一
五
頁
（
二
〇
一
五
年
）。
な
お
、
同
一
六
頁
以
下
は
、
平
成
一
六
年
破

産
法
改
正
の
影
響
を
受
け
た
民
法
の
債
権
法
改
正
作
業
を
踏
ま
え
て
、
濫
用
的
会
社
分
割
の
詐
害
性
の
意
義
を
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
北
村

雅
史
「
平
成
二
六
年
会
社
法
改
正
の
分
析
と
展
望
」
金
判
一
四
六
一
号
一
〇
五
─
一
〇
六
頁
（
二
〇
一
五
年
）
は
、会
社
分
割
の
詐
害
性
に
つ
い
て
、
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〇

従
来
の
裁
判
例
を
分
析
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）
最
大
判
昭
和
四
四
・
一
一
・
二
六
民
集
二
三
巻
一
一
号
二
一
五
〇
頁
、
江
頭
・
前
掲
注（
12
）五
〇
三
頁
等
。

（
33
）
債
務
超
過
会
社
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
状
態
の
株
式
会
社
は
、
会
社
債
権
者
の
損
害
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
、
取
締
役
に
は
再
建
可
能
性
・
倒
産

処
理
等
を
検
討
す
べ
き
義
務
が
善
管
注
意
義
務
と
し
て
課
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
任
務
懈
怠
が
問
題
と
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
有

力
で
あ
る
。
江
頭
・
前
掲
注（
12
）五
〇
五
─
五
〇
六
頁
、
吉
原
和
志
「
会
社
の
責
任
財
産
の
維
持
と
債
権
者
の
利
益
保
護
（
三
・
完
）」
法
協
一
〇

二
巻
八
号
一
四
九
三
頁
以
下
、
一
五
二
三
頁
（
一
九
八
五
年
）。

（
34
）
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
の
請
求
原
因
に
つ
い
て
、
大
江
・
前
掲
注（
21
）三
〇
八
頁
以
下
参
照
。

（
35
）
弥
永
・
前
掲
注（
20
）六
四
六
─
六
四
七
頁
。 

（
36
）
組
織
再
編
法
に
つ
い
て
は
、
早
川
勝
「
翻
訳
・
ド
イ
ツ
組
織
変
更
法
」
同
法
四
九
巻
四
号
二
三
四
頁
以
下
（
一
九
九
八
年
）、
高
橋
英
治
『
ド
イ

ツ
会
社
法
概
説
』
四
五
七
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

（
37
）M

aier–Reim
er in Sem

ler/Stengel, U
m

w
andlungsgesetz, 3. A

ufl. 2012,§
25 Rn.1.

（
38
）
た
だ
し
、監
査
役
会
に
よ
る
差
止
請
求
権
を
認
め
る
べ
き
と
す
る
少
数
説
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
高
橋
・
前
掲
注（
36
）一
六
一
─
一
六
二
頁
。

（
39
）
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
株
主
代
表
訴
訟
は
、
少
数
株
主
権
で
あ
る
点
、
裁
判
所
の
許
可
を
要
す
る
点
で
、
日
本
法
と
は
異
な
り
、
ま
た
十
分
に
機

能
し
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
高
橋
・
前
掲
注（
36
）一
五
九
─
一
六
一
頁
。

（
40
）
高
橋
・
前
掲
注（
36
）一
六
二
頁
。

（
41
）
正
井
章
作
『
ド
イ
ツ
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
一
六
七
頁
（
成
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
）。
正
井
教
授
は
、
会
社
債
権
者
の
取
締
役
に
対

す
る
損
害
賠
償
請
求
に
係
る
裁
判
例
が
殆
ど
な
い
こ
と
か
ら
、
会
社
債
権
者
に
よ
る
請
求
権
行
使
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
さ

れ
る
。

（
42
）K

übler in Sem
ler/Stengel, a.a.O

.（Fn.37

）,§
25 Rn.8.

（
43
）K
übler in Sem

ler/Stengel, a.a.O
.（Fn.37

）,§
25 Rn.9.

（
44
）
こ
れ
に
対
し
て
、
株
式
法
九
三
条
一
項
〔
取
締
役
の
注
意
義
務
〕
は
、
通
常
の
か
つ
誠
実
な
業
務
執
行
者
の
注
意
義
務
を
基
準
と
す
る
。                                    
K

übler in Sem
ler/Stengel, a.a.O

.（Fn.37

）,§
25 Rn.11.

（
45
）K

übler in Sem
ler/Stengel, a.a.O

.（Fn.37

）,§
25 Rn.12.



八
一

組
織
再
編
に
お
け
る
取
締
役
等
の
損
害
賠
償
責
任
（
受
川
）

（
46
）K

übler in Sem
ler/Stengel, a.a.O

.（Fn.37

）,§
25 Rn.13.

（
47
）
裁
判
手
続
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
早
川
勝
「
迅
速
な
裁
判
手
続
に
よ
る
少
数
株
主
保
護
の
確
保
」
同
法
五
五
巻
七
号
一
頁
以
下
（
二
〇
〇
四

年
）
参
照
。
ま
た
、
裁
判
手
続
法
の
邦
訳
と
し
て
、
早
川
「〈
資
料
〉
新
裁
判
手
続
法
（
試
訳
）」
同
号
七
一
頁
以
下
が
あ
る
。
な
お
、
拙
稿
「
株

式
買
取
請
求
権
制
度
の
再
構
築
─
ド
イ
ツ
法
上
の
金
銭
代
償
制
度
を
参
照
と
し
て
」
大
野
正
道
先
生
退
官
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
『
企
業
法
学

の
展
望
』
一
三
九
─
一
四
一
頁
（
北
樹
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
48
）K

übler in Sem
ler/Stengel, a.a.O

.（Fn.37

）,§
25 Rn.14.

（
49
）K

übler in Sem
ler/Stengel, a.a.O

.（Fn.37

）,§
25 Rn.15.

（
50
）K

übler in Sem
ler/Stengel, a.a.O

.（Fn.37

）,§
25 Rn.16.

（
51
）K

übler in Sem
ler/Stengel, a.a.O

.（Fn.37

）,§
25 Rn.17.

（
52
）Schaum

burg

・Rödder, U
m

w
G

・U
m

w
StG, 1995,§

26 Rn.2., K
übler in Sem

ler/Stengel, a.a.O
.（Fn.37

）,§
26 Rn.2.

（
53
）K

übler in Sem
ler/Stengel, a.a.O

.（Fn.37

）,§
26 Rn.3.

（
54
）K

übler in Sem
ler/Stengel, a.a.O

.（Fn.37

）,§
26 Rn.6.　

株
主
が
申
し
立
て
る
場
合
に
は
、
特
別
代
理
人
の
選
任
は
、
財
産
承
継
会
社
の
株

式
と
引
き
換
え
に
既
に
自
己
の
株
式
を
交
換
し
た
財
産
移
転
会
社
の
株
主
の
み
が
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
（
七
〇
条
）。

（
55
）K

übler in Sem
ler/Stengel, a.a.O

.（Fn.37
）,§

26 Rn.4.

（
56
）K

übler in Sem
ler/Stengel, a.a.O

.（Fn.37
）,§

26 Rn.14.

（
57
）K

übler in Sem
ler/Stengel, a.a.O

.（Fn.37

）,§
26 Rn.15

─16.

（
58
）
中
村
・
前
掲
注（
7
）二
三
一
─
二
三
二
頁
。

（
59
）
弥
永
・
前
掲
注（
20
）六
五
六
頁
は
、
不
利
益
を
被
っ
た
株
主
を
保
護
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
会
社
法
四
二
九
条
の
責
任
を
、
一
種
の
ク
ラ
ス
・

ア
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
追
及
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

（
60
）
今
井
・
前
掲
注（
7
）二
一
五
頁
。

（
61
）
中
村
・
前
掲
注（
7
）八
五
頁
。

（
駒
澤
大
学
大
学
院
法
曹
養
成
研
究
科
教
授
）




